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キットを作成する

レイヤー・タイプ
OCTAPAD では 1 つのパッドで 2 つのインスト（Inst Main と Inst Sub）を重ねて鳴らすことができます。また、2 つのインストを叩く
強さに応じて切り替えたり、バランスを変化させたりすることもできます。
パラメーター 設定値 説明

Layer Type

OFF

音量

パッドを叩
く強さ

Inst Main のみ鳴らします。

MIX

音量

パッドを叩
く強さ

Inst Main と Inst Sub を重ねて同時に鳴らします。

FADE1

音量

パッドを叩
く強さ

Inst Sub は Fade Point で設定した値（ベロシティー値）よりも強くパッドを叩い
たときのみ発音します。

FADE2

音量

パッドを叩
く強さ

Fade Point を境に、パッドを強く叩いたときは、Inst Main の音に加えて Inst 
Sub の音を重ねて鳴らします。

SWITCH

音量

パッドを叩
く強さ

Fade Point を境に、パッドを弱く叩いたときは Inst Main を、強く叩いたときは
Inst Sub を切り替えて鳴らします。

XFADE

音量

パッドを叩
く強さ

基本的に FADE2 と同じ動作をしますが、Fade Point を境に、パッドを強く叩い
たときは、Inst Main の音が小さくなっていきます。

Fade Point 1 〜 127 Inst Sub が発音を始めるベロシティー値を設定します。

LAYER EQ の設定

パラメーター 設定値 説明

ON/OFF ON、OFF EQ をオン／オフします。
LoFrq 20Hz ～ 1kHz 低域の基準周波数を設定します。
LoGain -15 ～ +15dB 低域のブースト／カット量を調節します。
MidFrq 20Hz ～ 16kHz 中域の基準周波数を調節します。

Mid Q 0.5 ～ 8.0 中域の周波数帯の幅
値を大きくするほど幅が狭くなります。

MidGain -15 ～ +15dB 中域のブースト／カット量を調節します。
HiFrq 1 ～ 16kHz 高域の基準周波数を設定します。
HiGain -15 ～ +15dB 高域のブースト／カット量を調節します。
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PAD COMP の設定

パラメーター 設定値 説明

ON/OFF ON、OFF パッド・コンプレッサーをオン／オフします。

TYPE

KICK 1、KICK 2、
SNARE 1、
SNARE 2、TOM 1、
TOM 2、
CYMBAL 1、
CYMBAL 2、
SOFT COMP、
HARD COMP、
LIMITER

コンプレッサーの種類
※	このパラメーターを変更すると、パッド・コンプレッサー内の Ratio、Knee、Attack、Release

が最適な設定に変わります。これらの設定を元に、各パラメーターの設定を必要に応じて調節し
てください。

Gain -24.0 ～ +24.0dB コンプレッサーの出力音量
Thre -48 ～ 0dB 圧縮を始める音量レベル

Ratio
1:1、2:1、3:1、4:1、
8:1、16:1、32:1、
100:1

圧縮比

Knee HARD、SOFT1、
SOFT2、SOFT3 圧縮がかかった瞬間の音の立ち上がり

Attack 0.1 ～ 100ms 圧縮を始めるまでの時間
Release 10 ～ 1000ms 圧縮を元に戻すまでの時間

PAD MUTE GROUP ／ PAD LINK を設定する

1.	［OTHER］ボタンの項目から PAD MUTE GROUP、
または PAD LINK を選び、［ENTER］ボタンを押し
ます。

2.	もう一度［ENTER］ボタンを押します。

設定されているミュート／リンクを解除する場合は、［K］［J］
ボタンで「RESET」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

3.	［K］［J］ボタンで、グループ番号を設定します。
最大 8 グループ設定できます。

4.	パッドを叩いて、ミュート／リンクするパッドを選び
ます。

PAD1 ～ 8 EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 ～ 4

※	EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 ～ 4 は上段が HEAD、下
段は RIM。

メモ
55 同じパッドを違うグループで設定することはできません。設定
しようとすると以下のメッセージが表示されます。

55 Pad Link では 1 つのグループに 3 つ以上のパッドを設定す
ることはできません。設定しようとすると以下のメッセージが
表示されます。
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エフェクトを設定する

MFX を設定する
最大 3 つの MFX（MFX1 ～ MFX3）を選んで、キットに効果をかけることができます。

1

2 4

3

1.	［MFX］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで設定する MFX（MFX1 ～ MFX3）を選びます。
3.	［－］［＋］ボタンで、ON/OFF を切り替えます。
4.	［ENTER］ボタンを押します。

［K］［J］ボタン、［－］［＋］ボタンでエフェクトの詳細を設定します。
※	MFX の詳細については『データ・リスト』（PDF）をご覧ください。

メモ
MFX の効果をパッドの Main、Sub それぞれにかけることができます（P.14）。

AMBIENCE を設定する
ドラムを演奏する場所の残響や鳴りかたを再現します。より自然で臨場感のあるサウンドが得られます。

ボタン パラメーター 設定値 機能

［AMBIENCE］

ON/OFF ON、OFF AMBIENCE をオン／オフする。

TYPE

ROOM1、
ROOM2、
HALL1、
HALL2、
PLATE

残響の種類を選びます。

PreDelay 0 ～ 100ms 原音が鳴ってからリバーブ音が鳴るまでの遅延時間を設定します。
Time 0.1 ～ 10.0s リバーブ音の余韻の長さを設定します。
Density 0 ～ 127 リバーブ音の密度を設定します。

Diffusion 0 ～ 127
リバーブ音の密度の時間変化を設定します。
値が大きいほど時間がたつに従って、濃密な音になります（リバーブ・タイムを長
くした場合に効果がより効果があります）。

LF Damp 0 ～ 100 リバーブ音の低域成分を調節します。
HF Damp 0 ～ 100 リバーブ音の高域成分を調節します。
Spread 0 ～ 127 リバーブ音の広がりを調節します。
Tone 0 ～ 127 リバーブ音の音質を調節します。
Level 0 ～ 127 リバーブの音量を調節します。

メモ
Ambience に送る音量レベルを、パッドの Main、Sub それぞれで設定することができます（P.14）。
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キット全体の音を調整する
※	パラメーターの詳細については『データ・リスト』（PDF）をご覧ください。

ボタン パラメーター 設定値 説明

［KITCOMMON］

KitVolume 0 ～ 127 キット全体の音量を設定します。
PedalHHVolume 0 ～ 127 ペダル・ハイハットの音量を設定します。

KitTempo 20 ～ 260

キットごとの設定テンポを設定します。
MFX の Tempo Sync が ON のとき、エフェクトの Rate や Delay Time などが
設定したテンポを基準に反映されます。
※	MFX の詳細については『データ・リスト』（PDF）をご覧ください。

KIT COMP –
キット全体の音量変化を調節します。アウトプットの最終段にかけるコンプレッサー
の設定をします。
詳しくは「KIT COMP の設定」（P.18）をご覧ください。

KIT EQ –

キット全体の音質を補正します。3 バンド（LOW ／ MID ／ HIGH）のブースト／
カットによる音質補正ができます。KIT COMP を使用したときの音質を補正するた
めにも使用できます。
詳しくは「KIT EQ の設定」（P.19）をご覧ください。

KIT NAME – キットの名前を変更します。
［K］［J］ボタンで変更する文字を選び、［－］［＋］ボタンで変更します。

KIT MIDI – パッドを叩いたときに送受信する MIDI 情報の設定をすることができます。
詳しくは「KIT MIDI の設定」（P.19）をご覧ください。

KIT RESET KIT001 ～
KIT200 キットを工場出荷状態に戻します。

KIT COMP の設定

パラメーター 設定値 説明

ON/OFF ON、OFF KIT COMP をオン／オフします。

TYPE SOFT、HARD、
LIMITER

コンプレッサーの種類
※	このパラメーターを変更すると、KIT COMP 内のすべてのパラメーターが最適な設定に変わり

ます。これらの設定を元に、各パラメーターの設定を必要に応じて調節してください。
Gain -24.0 ～ +24.0dB コンプレッサーの出力音量
Thre -48 ～ 0dB 圧縮を始める音量レベル

Ratio
1:1、2:1、3:1、4:1、
8:1、16:1、32:1、
100:1

圧縮比

Knee HARD、SOFT1、
SOFT2、SOFT3 圧縮がかかった瞬間の音の立ち上がり

Attack 0.1 ～ 100ms 圧縮を始めるまでの時間
Release 10 ～ 1000ms 圧縮を元に戻すまでの時間
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KIT EQ の設定

パラメーター 設定値 説明

ON/OFF ON、OFF KIT EQ をオン／オフします。
LoFrq 20Hz ～ 1kHz 低域の基準周波数を設定します。
LoGain -12 ～ +12dB 低域のブースト／カット量を調節します。
MidFrq 20Hz ～ 16kHz 中域の基準周波数を調節します。

Mid Q 0.5 ～ 8.0 周波数帯の幅を調節します。
値を大きくするほど幅が狭くなります。

MidGain -12 ～ +12dB 中域のブースト／カット量を調節します。
HiFrq 1 ～ 16kHz 高域の基準周波数を設定します。
HiGain -12 ～ +12dB 高域のブースト／カット量を調節します。

KIT MIDI の設定

パラメーター 設定値 説明

Note#
0（C -）〜 127（G 9）各パッドが送受信する MIDI ノート・ナンバー

※	他のパッドと重複するノート・ナンバーを設定すると末尾に「*」が表示されます。
OFF ノート・メッセージを送受信しない

GateTime 0.1 〜 8.0s 各パッドが送信する、ノートの鳴る長さ

Channel
CH1 〜 CH16 各パッドが、ノート・メッセージやコントロール・チェンジ・メッセージを送受信する MIDI チャンネ

ル
GLOBAL SYSTEM で設定した送受信チャンネル（P.26）で送受信

HClNote（＊）
（Hi-Hat Closed Note）

0（C -）〜127（G 9）、
OFF クローズド・ハイハットが送受信する MIDI ノート・ナンバー

HPedal（＊）
（Hi-Hat Pedal）

0（C -）〜127（G 9）、
OFF ペダル・ハイハットが送受信する MIDI ノート・ナンバー

INITIALIZE – KIT MIDI の設定を工場出荷時の設定に戻します。

（＊）ハイハットのオープン／クローズでコントロールされるパッドにのみ有効です（P.25）。
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キットを順番に呼び出す
使う順番にキットを登録／呼び出しすることができます。これを「キッ
ト・チェイン（Kit Chain）」と呼びます。ライブで使う順番に設
定しておけば、次に使うキットをすぐに呼び出すことができて便利
です。1 つのキット・チェインで最大 16 個のキットを設定できます。
最大 16 個のキット・チェインをバンク（A 〜 P）に記憶することが
できます。

バンク A キット・チェイン

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

バンク P

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

キット・チェイン

キット・チェイン

バンク B

キット・チェインを作成する
1.	［SHIFT］ボタンを押しながら［KIT CHAIN］ボタン

を押します。
［KIT CHAIN］ボタンが点滅します。

2.	［K］［J］ボタンでチェインを登録するバンク（A ～ P）
を選びます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。
4.	［K］［J］ボタンでステップ（1 ～ 16）を選びます。

5.	［－］［＋］ボタンで、選んだステップに割り当てるキッ
トを選びます。

ステップ 16 まで使わない場合は「END」を選びます。

キット・チェインを使う
1.	［KIT CHAIN］ボタンを押します。

［KIT CHAIN］ボタンが点灯します。

2.	［K］［J］ボタンでバンク（A ～ P）を選びます。

3.	［－］［＋］ボタンで、ステップを切り替えます。
割り当てられたキットが選ばれます。
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パッドの感度を設定する
各パッドの感度を設定します。

1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「PAD SETTING」を選び、［ENTER］ボタンを押します。

3.	パッドを叩いて、設定するパッドを選びます。
［ENTER］ボタンを押しながら［K］［J］ボタンを押して選ぶこともできます。

4.	［K］、[J］ボタンでエディットする項目を選びます。

5.	［－］［＋］ボタンで値を選びます。

パラメーター 設定値 説明

Sens 1.0 ～ 32.0
パッドの感度を調節し、叩く強さと音量のバランスを調節します。
値を大きくすると感度が高くなり、パッドを弱く叩いても大きな音量で鳴ります。値を小さくすると感度が
低くなり、パッドを強く叩いても小さな音量で鳴ります。

Threshold 0 ～ 31

パッドの最低感度
ある一定以上の強さで叩いたときだけトリガー信号を読み込むように設
定します。これにより、パッドが周囲の振動を拾うのを防ぐことができ
ます。図の B の信号は鳴りますが、A と C は鳴りません。
パッドを叩きながらスレッショルドの値を徐々に上げていきます。パッド
を弱めに叩いて、音が欠けるようであれば少し値を下げます。これを繰
り返してちょうどよい設定にします。

Curve

パッドの叩く強さに対する音量変化

LINEAR

LINEAR

音量

叩く強さ

標準的な設定です。叩く強さと音量の変化が最も自然になり
ます。

EXP1、EXP2

EXP2EXP1

音量

叩く強さ EXP2EXP1

音量

叩く強さ

「LINEAR」に比べ、強めに叩くときの音量変化が大きくなり
ます。

LOG1、
LOG2

LOG2LOG1

音量

叩く強さ LOG2LOG1

音量

叩く強さ

「LINEAR」に比べ、弱めに叩くときの音量変化が大きくなり
ます。

SPLINE

SPLINE

音量

叩く強さ

叩く強さによる音量変化が極端につきます。

LOUD1、
LOUD2

LOUD2LOUD1

音量

叩く強さ LOUD2LOUD1

音量

叩く強さ

叩く強さによる音量変化が少なく、演奏しやすい音量が保て
ます。

Threshold
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外部機器を接続する

外部パッドやペダルを接続する
OCTAPAD ではハイハット・コントロール・ペダルと、外部トリガー入力にペダルやパッドを接続することができます。
EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 ～ 4 端子に外部パッドやペダルを接続したら、以下の手順で Trigger Type の設定をしてください。

外部トリガーの設定
1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「EXT TRIG」を選びます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。

4.	EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 ～ 4 端子に接続している外部パッドを叩いて、またはペダルを踏んで設定する外
部パッドやペダルを選びます。

［ENTER］ボタンを押しながら［K］［J］ボタンを押して選ぶこともできます。

5.	［K］［J］ボタンでエディットする項目を選びます。
6.	［－］［＋］ボタンで値を選びます。
パラメーター 設定値 説明

Type
「Trig 
Type 一覧」

（P.24）

EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 ～ 4 端子に接続しているパッドの型番（トリガー・タイプ）を指定します。
メモ
トリガー・タイプを設定すると、一部のパラメーター（クロストーク・キャンセルなど）を除いたトリガー・
パラメーターが、最適値に設定されます。
これらは参考値ですので、パッドの取り付けかたや使用状況に合わせて微調整してください。

Sens 1.0 ～ 32.0

Sens、Threshold、Curve の説明については「パッドの感度を設定する」（P.21）をご覧ください。

Threshold 0 ～ 31

Curve

LINEAR
EXP1、EXP2
LOG1、
LOG2
SPLINE
LOUD1、
LOUD2

ScanTime 0 〜 4.0ms

トリガー信号の検出時間
ドラム・パッドの種類やドラム・トリガー固有の性質により、トリガー信号波形
の立ち上がり時間が微妙に異なるため、同じ強さで叩いても弱く鳴ったり、強
く鳴ったりすることがあります。このような場合に、トリガー信号の検出時間

（スキャン・タイム）を調節することで、叩いた強さを正確に検出することがで
きます。
ドラム・トリガーを同じ強さで叩きながらスキャン・タイムの値を「0」から徐々に上げていき、一番大きな
音量で安定して発音する値にします。その値で強弱をつけてパッドを叩き、適切な音量変化が得られること
も確認してください。
※	値を大きくすると発音までの時間が長くなります。できるだけ小さい値に設定してください。

Scan Time

時間
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パラメーター 設定値 説明

RetrigCnl
（Retrigger Cancel）

1 〜 16

トリガー信号の減衰検出
市販のドラム・トリガーを取り付けたスネア・ドラムなどを叩いたときに、波
形が乱れているため次の図の A 点でも誤って発音してしまうことがあります

（リトリガー）。
この現象は特に波形の消え際で起こりやすいものです。リトリガー・キャン
セルは、この波形の乱れを検出して、リトリガーが起こらないようにします。
パッドを叩きながら、リトリガーしなくなるまでリトリガー・キャンセルの値を
上げます。
値を大きくするとリトリガーしなくなりますが、速く連打したときに音が抜けやすくなります。リトリガーが
起こらないことを確認しながら、できるだけ小さい値に設定してください。
メモ
マスク・タイムでもこのような 2 度鳴りの症状が出ないようにすることができます。マスク・タイムがト
リガー信号を受信してから設定した時間内は次のトリガー信号を検出しなくなるのに対して、リトリガー・
キャンセルはトリガー信号レベルの減衰を検出し、打撃されたときのトリガー信号か、鳴らす必要のない
トリガー信号かを判別します。

MaskTime 0 〜 64ms

2 度鳴りの防止
特にキック・トリガーで、鳴らした直後に再度ビーターがヘッドに触れると、
ダブル・トリガー（1 度鳴らすつもりなのに 2 度鳴ってしまう）の原因に
なります。マスク・タイムはこれを防ぐための機能で、設定した時間内
に再度起こったトリガー信号を無視します。
パッドを叩きながらマスク・タイムの値を調節します。
キック・トリガーの場合はキック・ペダルを踏みながら、バウンシング

（ビーターの跳ね返りによる発音）しなくなるまでマスク・タイムの値を上げます。
値を大きくすると、速く連打したときに音が抜けやすくなります。できるだけ小さい値に設定してください。
メモ
パッドを 1 度しか叩いていないのに 2 度以上音が鳴ってしまうときは、リトリガー・キャンセルを調節し
てください。

Rim Gain 0 ～ 3.2

リムやエッジを叩く強さと音の大きさのバランスを調節します。
値を大きくすると、リムを弱く叩いても大きな音量で鳴ります。値を小さくすると、リムを強く叩いても小
さな音量で鳴ります。
※	リム・ショット対応のパッドのみに設定可能です。

H/R Adjust
（Head/Rim Adjust）

0 ～ 80

ヘッド・ショットとリム・ショットの鳴りやすさ
ヘッドを強打したときにリムの音が鳴ってしまう場合は、値を大きくします。
オープン・リム・ショットをしたときにヘッドの音が鳴ってしまう場合は、値を小さくします。
弱打でリム・ショットをしたときにヘッドの音が鳴ってしまう場合は、値を小さくします。
メモ
ヘッド・ショットをしたときにリム・ショットの音が鳴る場合や、リム・ショットをしたときにヘッド・ショット
の音が鳴る場合は、H/R Adjust の値を少しずつ変更し、効果を確認しながら値を設定してください。
極端な値に設定すると、ヘッド・ショット時にリム・ショットの音が出るなど、演奏とは異なる音が鳴ってし
まいます。

※	リム・ショット対応のパッドのみに設定可能です。

NoiseCnl
（Ext Noise Cancel）

OFF、1 ～ 5

ドラム・トリガーを取り付けていないドラムを叩いたときの音、または外部からの音や振動によってパッドが
誤って発音することを防ぎます（ノイズ・キャンセル）。
EXTERNAL TRIGGER IN 端子に、RT-30K または RT-30HR をステレオ・ケーブルで接続し、Trig Type
を設定したとき、ノイズ・キャンセル機能を使うことができます。
※	RT-30H はノイズ・キャンセル機能に対応していません。

XTalkCnl 0 ～ 80
同じスタンドに 2 つのパッドを取り付けている場合などに、一方のパッドを叩いたときの振動で他方のパッ
ドが誤って発音してしまう「クロストーク」を防ぐための設定です。
詳しくは『データ・リスト』（PDF）をご覧ください。

VH SET –
V ハイハットの設定をします。
※	Type を VH11 または VH10 に設定しているときのみ表示されます。詳しくは「VH SET の設定」（P.24）

をご覧ください。

時間

Mask Time

時間

発音しない



24

外部機器を接続する

Trig Type 一覧

使用するドラム・トリガー Trig Type リム・ショット チョーク奏法
KD-A22 KDA22 – –
KD-200 KD200 – –
KD-140 KD140 – –
KD-120 KD120 – –
KD-85 KD85 – –
KD-10 KD10 – –
KD-9 KD9 – –
KD-8 KD8 – –
KD-7 KD7 – –
KT-10 KT10 – –
KT-9 KT9 – –
PD-128S、PD-128 PD128 ( –
PD-125XS、PD-125X PD125X ( –
PD-125 PD125 ( –
PD-108 PD108 ( –
PD-105X PD105X ( –
PD-105 PD105 ( –
PD-85 PD85 ( –
PDX-100 PDX100 ( –
PDX-12 PDX12 ( –
PDX-8 PDX8 ( –
PDX-6 PDX6 ( –
PD-8 PD8 ( (
VH-11 VH11 ( (
VH-10 VH10 ( (
CY-16RT CY16RT ( (
CY-15R CY15R ( (
CY-14CT CY14CT ( (
CY-14C CY14C ( (
CY-13R CY13R ( (
CY-12C CY12C ( (
CY-12R/C CY12R/C ( (
CY-8 CY8 ( (
CY-5 CY5 ( (

BT-1
BT1 – –
BT1 
SENS*1 – –

一般的なパッド
PAD1 ( (
PAD2 ( –
PAD3 ( (

RT-30K RT30K – –
RT-30HR RT30HR ( –

RT-30H

RT30H 
SN*2 – –

RT30H 
TM*3 – –

RT-10K RT10K – –
RT-10S RT10S ( –
RT-10T RT10T – –

*1：�BT-1 使用時に、より弱打の感度を向上させることができますが、
周囲からの振動などで誤発音しやすくなります。

*2：RT-30H をスネアに取り付けたときに選びます。
*3：RT-30H をタムに取り付けたときに選びます。

VH SET の設定
ハイハット（VH-10 ／ VH-11）のオフセット調整をします。
※	TYPE を VH-11 または VH-10 に設定している場合のみ設定可

能です。

1.	ハイハットがモーション・センサー・ユニットから完全
に離れた状態で、本機の電源を入れます。

モーション・センサー・ユニット
離す

クラッチ・スクリュー

2.	ハイハットのクラッチ・スクリューをゆるめ、ハイハッ
トをモーション・センサー・ユニットの上に自然に置
いた状態にします。

3.	「外部トリガーの設定」（P.22）の手順で「EXT 
TRIG」を選び［ENTER］ボタンを押します。

4.	ハイハットを叩いてパッドを選びます。

5.	「TYPE」を「VH11」、または「VH10」に設定します。

6.	［K］［J］ボタンで「VH SET」を選び、［ENTER］
ボタンを押します。

7.	画面に「Turn screw L」と表示されている場合はオ
フセット調整ネジを反時計回りに、「Turn screw R」
と表示されている場合は時計周りに回します。

OPEN CLOSE

オフセット 
調整ネジ

表示されている値が 80 前後になり、「OK!」と表示されれば調
整完了です。

8.	ハイハットがお好みの開き具合になるように、クラッ
チ・スクリューをとめます。
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ハイハットのオープン／クローズをコントロー
ルする
HH CTRL 端子に、ハイハット・コントロール・ペダルを接続すると、
パッドに割り当てたハイハットの音（HC）のハイハット・コントロール・
ペダルとして機能します。ペダルを踏みながらパッドを叩くとクロー
ズド・ハイハットの音が鳴り、ペダルを少しずつ開きながらパッドを
叩くとハーフ・オープンからオープン・ハイハットの音に変わり音
色や音の長さが連続的に変化します。また、ペダルを踏み込むとフッ
ト・クローズの音が鳴ります。ペダルを踏んだあとに素早く足を離
すとフット・スプラッシュが演奏できます。

メモ
55 ペダルで鳴らすペダル・ハイハットの音量はペダル・レベル
（PedalHHVolume）で設定します（P.18）。
55 ハイハットの音（HC）が複数のパッドに割り当てられている場
合は、図の優先度に従い、優先順位の高いパッドのペダル・ハ
イハットの音が鳴ります。

55 ハイハットの音がどこにも割り当てられていないときは、ペダル
を踏んでも音が鳴りません。

PAD1

PAD5

EXT1(H)

EXT1(R)

PAD1

PAD5

EXT1(H)

EXT1(R)

PAD2

PAD6

EXT2(H)

EXT2(R)

PAD2

PAD6

EXT2(H)

EXT2(R)

PAD3

PAD7

EXT3(H)

EXT3(R)

PAD3

PAD7

EXT3(H)

EXT3(R)

PAD4

PAD8

EXT4(H)

EXT4(R)

PAD4

PAD8

EXT4(H)

EXT4(R)

MAIN LAYER
優先度高い

優先度低い

SUB LAYER

EXT1(H): EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 (HEAD)
EXT1(R): EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 (RIM)

フットスイッチを設定する
FOOT SW 端子に接続したフットスイッチの機能を切り替えます。

1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「SOUND/CTRL」を選びます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。
4.	［K］[J］ボタンで、「FSw1」または「FSw2」を選

びます。

5.	［－］［＋］ボタンで、値を選びます。

設定値 説明

OFF フットスイッチの機能を無効にします。
KIT#DEC キットを 1 つ戻ります。
KIT#INC キットを 1 つ進めます。
CHAIN#DEC キット・チェインのステップを 1 つ戻ります。
CHAIN#INC キット・チェインのステップを 1 つ進めます。
MFX1 SW MFX1 をオン／オフします。
MFX2 SW MFX2 をオン／オフします。
MFX3 SW MFX3 をオン／オフします。
SOUNDOFF OCTAPAD で鳴っている音をすべて止めます。

フットスイッチの接続

FS-5U を接続する場合

FSw2FSw1

TIP

ステレオ標準プラグ

標準プラグ×2

RING

ポラリティー・スイッチ

FS-6 を接続する場合
ステレオ標準プラグ

ステレオ標準プラグ

FSw2

FSw1

モード／
ポラリティー・スイッチ
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MIDI の設定

OCTAPAD 全体の MIDI 設定
1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「MIDI」を選びます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。

パラメーター 設定値 説明

Tx/Rx Sw OFF、ON MIDI情報の送受信をオン／オフ
します。

GlobalCh 1 ～ 16Ch 送受信チャンネルを設定します。

ProgChg Tx
（Program Change Tx）

OFF、ON

プログラム・チェンジ情報を外
部 MIDI 機器に送信する（ON）
かしない（OFF）かを設定します。

「ON」にすると、キットを切り替
えたときに、プログラム・チェン
ジが送信されます。

ProgChg Rx
（Program Change Rx）

OFF、ON

外部 MIDI 機器から送られてき
たプログラム・チェンジ情報を
受信する（ON）かしない（OFF）
かを設定します。

MIDI Thru OFF、ON
「ON」に設定すると、MIDI IN
端子から受信したデータが MIDI 
OUT 端子に出力されます。

LocalCtrl
（Local Control）

OFF、ON

パッドの演奏情報を本機の音
源部に送る（ON）／送らない

（OFF）を設定します。
通常は「ON」にしておきます。

「OFF」にすると、パッドの演
奏情報は本機の音源部に接続さ
れません。

DeviceID 17 〜 32

システム・エクスクルーシブ・メッ
セージを送受信するときは、相
互の機器のデバイスIDナンバー
を合わせます。

HH CC
（HiHat Pedal Control 
Change）

OFF、
1:MOD、
2:BERATH、
4:FOOT、
11:EXP、
16:GEN1、
17:GEN2、
18:GEN3、
19:GEN4、

ハイハット・ペダルを踏む深さ
を MIDI 情報として送受信する
ためのコントロール・チェンジ・
メッセージを設定します。「OFF」
にすると MIDI 情報を送信しま
せん。
詳しくは、『データ・リスト』（PDF）
をご覧ください。

パラメーター 設定値 説明

ChokeShot
（Cymbal Choke Shot）

OFF、ON

チョーク奏法に対応したパッド
で、チョークしながらパッドを打
撃する奏法をしたときの設定をし
ます。

「ON」のときは、チョークしな
がら打撃すると発音後すぐに
ミュートされます。「OFF」のと
きは、チョークしながら打撃して
も、発音後すぐにはミュートされ
ません。

TxEditData
（Transmit Edit Data）

OFF、ON

本体の設定変更を、システム・
エクスクルーシブ・メッセージと
して送信する（ON）／送信し
ない（OFF）を設定します。

Rx SysEx
（Receive System 
Exclusive）

OFF、ON
システム・エクスクルーシブ・メッ
セージを受信する（ON）／受
信しない（OFF）を設定します。

メモ
パッドを叩いたときに送受信する MIDI 情報の設定をすることがで
きます（P.19）。
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キットやパッド、レイヤーをコピーする
／入れ替える
キットやパッド、レイヤーをコピーしたり、入れ替えたりすることが
できます。ここでは、パッドのコピーを例にとって説明します。他
の場合も、同様の操作で実行することができます。

1.	［COPY/EXCHANGE］ボタンを押します。

2.	［K］［J］ボタンで機能を選びます。

機能 パラメーター 説明

COPY KIT
From コピー元のキットを選びます。
To コピー先のキットを選びます。

COPY PAD
From コピー元のパッドを選びます。
To コピー先のパッドを選びます。

EXCHANGE 
KIT

From 入れ替えたいキットを FROM と
TO で選びます。To

EXCHANGE 
PAD

From 入れ替えたいパッドを FROM と
TO で選びます。To

EXCHANGE 
LAYER Main,Sub Main と Sub のレイヤーを入れ

替えます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。

U：ユーザー

P：プリセット

パッド番号

4.	［－］［＋］ボタンでコピー元のキット（From）を選び
ます。

55［K］ボタンで「U」または、「P」にカーソルを移動させ、［－］［＋］
ボタンで U（ユーザー）か P（プリセット）かを選びます。 
P（プリセット）を選ぶと、工場出荷状態のデータからコピー
できます。

55 コピー元のパッドを選ぶときは［J］を押してカーソルをパッ
ド番号に移動させ、［－］［＋］ボタンでパッドを選びます。パッ
ドを叩いても選ぶことができます。

5.	［ENTER］ボタンを押します。

6.	［－］［＋］ボタンで、コピー先のキット（To）を選びます。

コピー先のパッドを選ぶときは、［J］を押してカーソルをパッド
番号に移動させ、［－］［＋］ボタンでパッドを選びます。パッド
を叩いても選ぶことができます。

7.	［ENTER］ボタンを押します。
コピー元とコピー先のキット、パッドを確認します。

8.	もう一度［ENTER］ボタンを押します。

9.	［ENTER］ボタンを押して、実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。
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USB メモリーを使う
USB MEMORY 端子に USB メモリー（別売）を接続すると、す
べての設定（または、指定したキット個別の設定）を USB メモリー
にバックアップすることができます。

設定を保存する／読み込む
注意
55 本体の電源を入れたまま、USB メモリーの抜き差しをしないで
ください。本体や USB メモリー内のデータが失われる可能性
があります。

55 USB メモリーは挿入方向や表裏に注意し、確実に奥まで差し込
んでください。また無理な挿入はしないでください。

55 書き込み中／読み込み中はパッドを叩かないでください。振動
でエラーを起こすことがあります。USB 設定画面表示中はパッ
ドを叩いても音は出ません。

1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「USB MEMORY」を選びます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。
USB MEMORY 画面が表示されます。

4.	［K］［J］ボタンで機能を選びます。

機能 説明

SaveAll OCTAPAD のすべての設定を USB メモリーに
バックアップします。

LoadAll USB メモリーに保存したバックアップ・データを
OCTAPAD 本体に読み込みます。

DelAll USB メモリーに保存したバックアップ・データを
1 つずつ消去します。

SaveKit OCTAPAD の指定したキット単体の設定を USB
メモリーにバックアップします。

機能 説明

LoadKit
USB メモリーに保存したキット単体のバックアッ
プ・データを OCTAPAD 本体に読み込みます

（P.30）。

DelKit USB メモリーに保存したキット単体のバックアッ
プ・データを 1 つずつ消去します。

Format USB メモリーをフォーマットします。

SaveAll

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「SaveAll」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

3.	［－］［＋］ボタンで保存先を指定し、［ENTER］ボタ
ンを押します。

4.	［K］［J］ボタンと［－］［＋］ボタンでバックアップ名
を指定し、［ENTER］ボタンを押します。

%［ENTER］

5.	［ENTER］ボタンを押して、保存を実行します。
本体のすべての設定が USB メモリーにバックアップされます。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

LoadAll

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「LoadAll」を選んで［ENTER］ボタンを押します。
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3.	［－］［＋］ボタンで読み込むデータを選び、［ENTER］
ボタンを押します。

%［ENTER］

4.	［ENTER］ボタンを押して、読み込みを実行します。
USB メモリーに保存した全データを本体に読み込みます。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

注意
全データを読み込むと、OCTAPAD 内のデータはすべて上書きさ
れます。大切なデータはあらかじめバックアップしておきましょう。

DelAll

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「DelAll」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

3.	［－］［＋］ボタンで消去するデータを選び、［ENTER］
ボタンを押します。

%［ENTER］

4.	［ENTER］ボタンを押して、消去を実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

SaveKit

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「SaveKit」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

3.	［－］［＋］ボタンで保存するキットを選び、［ENTER］
ボタンを押します。

4.	［－］［＋］ボタンで保存先を指定し、［ENTER］ボタ
ンを押します。

%［ENTER］

5.	［ENTER］ボタンを押して、保存を実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

LoadKit

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「LoadKit」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

3.	［－］［＋］ボタンで読み込むキットを選び、［ENTER］
ボタンを押します。

4.	［－］［＋］ボタンで本体の読み込み先を選び、［ENTER］
ボタンを押します。

%［ENTER］

5.	［ENTER］ボタンを押して、読み込みを実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

DelKit

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。
2.	「DelKit」を選んで［ENTER］ボタンを押します。
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3.	［－］［＋］ボタンで消去するデータを選び、［ENTER］
ボタンを押します。

%［ENTER］

4.	［ENTER］ボタンを押して、消去を実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

USB メモリーをフォーマットする
注意

USB メモリーを初期化すると、USB メモリー内のデータはす
べて消去されます。

1.	USB MEMORY 画面を表示させます（P.28）。

2.	「Format」を選んで［ENTER］ボタンを押します。

確認画面が表示されます

3.	もう一度［ENTER］ボタンを押します。

4.	［ENTER］ボタンを押して、フォーマットを実行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

その他の機能

ディスプレイのコントラストを調節する
1.	［SYSTEM］ボタンを押します。
2.	［K］［J］ボタンで「OPTION」を選び、［ENTER］

ボタンを押します。

3.	［K］［J］ボタンで「LcdContrast」を選びます。

4.	［－］［＋］ボタンで値を選びます。

工場出荷時の設定に戻す
1.	［SYSTEM］ボタンを押します。

2.	［K］［J］ボタンで「FACTORY RESET」を選び、
［ENTER］ボタンを押します。

3.	［ENTER］ボタンを押して、FACTORY RESET を実
行します。
キャンセルするときは［EXIT］ボタンを押します。

注意
この操作をすると、本機にあるデータや設定がすべて失われ
ます。必要なデータや設定は、USB メモリーに保存してください

（P.28）。
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OUTPUT 端子／ PHONES 端子からの信
号レベルを調節する
1.	［SYSTEM］ボタンを押します。

2.	［K］［J］ボタンで「SOUND/CTRL」を選び、［ENTER］
ボタンを押します。

3.	［K］［J］ボタンで「OutGain」を選びます。

4.	［－］［＋］ボタンで値を選びます。
※	「OutGain」を上げすぎると、音が歪むことがあります。

オート・オフ機能の設定をする
（AUTO OFF）

本機は、演奏や操作をやめてから一定時間経過すると自動的に電
源が切れます。自動的に電源が切れないようにするには、オート・
オフ機能を解除してください。 
電源を再びオンにするときは、電源を入れ直してください

（P.11）。

1.	［SYSTEM］ボタンを押します。

2.	カーソル・ボタンで「OPTION」を選び、［ENTER］
ボタンを押します。

3.	［K］［J］ボタンで「AutoOff」を選びます。

4.	［－］［＋］ボタンで、オート・オフ機能の設定をします。
設定値 説明
OFF 電源は自動的に切れません。

4 HOURS 4 時間以内にパッドを叩かなかったり何も操作をしな
かったりすると、自動的に電源が切れます。

4 HOURS に設定すると「Turn Off If Not Used for 4 
Hours.」というメッセージが表示されるので、[ENTER] を押し
ます。

バージョン情報を表示する
プログラムのバージョン情報を表示します。

1.	［SYSTEM］ボタンを押します。

2.	［K］［J］ボタンで「VERSION」を選び、［ENTER］
ボタンを押します。
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エラー・メッセージ一覧
分類 メッセージ 意味 解決方法

MIDI

MIDI Offline.
MIDI ケーブルが抜けました。
または、何らかの原因で外部 MIDI 機器との
通信がとぎれました。

MIDI ケーブルの抜けや断線がないことを確
認してください。

MIDI BufferFull! 大量の MIDI メッセージを短時間の間に受信
したため、処理できません。

外部 MIDI 機器を正しく接続していることを
確認してください。それでも直らないときは、
本機へ送信する MIDI メッセージの量を少な
くしてください。

USB メモリー

No Backup File! バックアップ・データが USB メモリーにあり
ません。 –

No USB Memory! USB メモリーが USB MEMORY 端子に差し
込まれていません。 USB メモリーを正しく挿入してください。

USB Memory Full! USB メモリーに空き容量がありません。 不要なデータを削除してください。

Incorrect File! バックアップ・データまたはキット・バックアッ
プ・データが壊れています。 このデータは使用しないでください。

Media Error! USB メモリーの内容が壊れています。

USB メモリー内の必要なデータをコピーして
から、USB メモリーを本機でフォーマットして
ください（P.30）。
それでも改善しない場合は、別の USB メモ
リーで試してください。

Failed to Clear! USB メモリーのフォーマットに失敗しました。 USB メモリーを正しく挿入してください。

故障かなと思ったら
症状 確認事項 対策

音が出ない／音が小さい

OCTAPAD や接続機器の電源は入っていますか？ 専用の AC アダプターを使用してください。
OCTAPAD と外部機器が正しく接続されていますか？ 接続を確認してください。
オーディオ・ケーブルが断線していませんか？ ケーブルを交換してください。
OCTAPAD や接続している機器のボリュームが下がっ
ていませんか？ 適正なレベルに調節してください。

INST がオフになっていたり、サウンド・パラメーター
のレベルが 0 になっていたりしませんか？ 各パラメーターを確認してください。

パッドや外部トリガーの感度は正しいですか？ パッドや外部トリガーの感度や設定を確認してくだ
さい。

USB メモリーを挿入しても認識さ
れない／データが選べない USB メモリーは正しく挿入されていますか？ USB メモリーを確認してください。

叩いていないパッドの音がする 打撃によって他のパッドが反応していませんか？ 気になる場合は、パッドの感度を下げてください
(P.21)。
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主な仕様

パッド 内蔵パッド：8
※	外部パッド（別売）は最大 4 つまで接続できます。

音色数 インスト：900 以上
キット数 200（プリセット：100）
キット・チェイン 16 チェイン（16 ステップ／ 1 チェイン）

レイヤー数 2 レイヤー／ 1 パッド
2 レイヤー×2（ヘッド／リム）／ 1 外部トリガー

インスト・パラメーター

ボリューム
カーブ
コース・チューン
ファイン・チューン
ペダル・ベンド
ディケイ
アウトプット
レイヤー・イコライザー
パッド・コンプレッサー
パッド・ミュート・グループ
パッド・リンク

キット・エフェクト

アンビエンス（5 タイプ）
キット・イコライザー
キット・コンプレッサー
マルチ・エフェクト：3 系統、38 種類

ディスプレイ 16 文字 2 行（バックライト付 LCD）
7 セグメント 3 桁（LED）

接続端子

PHONES 端子：ステレオ標準タイプ
OUTPUT（L ／ MONO、R）端子：標準タイプ
MIX IN 端子：ステレオ標準タイプ
EXTERNAL TRIGGER INPUT（外部トリガー入力）端子：TRS 標準タイプ×4
HH CTRL（ハイハット・コントロール）端子：標準タイプ
FOOT SW（フットスイッチ）端子：TRS 標準タイプ
MIDI（IN、OUT）端子
USB MEMORY 端子：USB A タイプ

電源 AC アダプター（DC12V）
消費電流 500mA
外形寸法 450（幅）×350（奥行き）×72（高さ）mm
質量 3.7kg（AC アダプターを除く）

付属品 取扱説明書
AC アダプター

別売品

パッド（PD シリーズ、PDX シリーズ , BT シリーズ）
シンバル（CY シリーズ）
キック（KD シリーズ）
ハイハット（VH-11/10）
ハイハット・コントロール・ペダル（FD シリーズ）
パッド・スタンド（PDS シリーズ）
オール・パーパス・クランプ（APC シリーズ）
アコースティック・ドラム・トリガー（RT シリーズ）
フットスイッチ（FS シリーズ）
パーソナル・ドラム・モニター（PM シリーズ）

※	本書は、発行時点での製品仕様を説明しています。最新情報についてはローランド・ホームページをご覧ください。
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Avant d’utiliser cet appareil, lisez attentivement « CONSIGNES DE SÉCURITÉ » (p. 3) et « REMARQUES IMPORTANTES » (p. 5). Après lecture, conservez les documents dans un 
endroit accessible pour pouvoir vous y reporter dès que nécessaire.

 Mode d’emploi (le présent document)
Lisez ceci en premier. Il explique les bases de ce que vous devez  
savoir pour utiliser le SPD-20 PRO.

 Manuel PDF (à télécharger sur le Web)

55 Liste des données
Explique les paramètres et le son du SPD-20 PRO.

55 Implémentation MIDI
Il s’agit d’un document de référence détaillé concernant les  
messages MIDI.

 Pour obtenir le manuel PDF

1.	Saisissez l’URL suivante sur votre 
ordinateur.
http://www.roland.com/manuals/

I
2.	Choisissez « SPD-20 PRO » parmi les noms 

de produit.
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CONSIGNES DE SÉCURITÉ

 AVERTISSEMENT
Pour couper complètement l’alimentation de 
l’appareil, débranchez la fiche de la prise murale
Même s’il est hors tension, l’appareil n’est 
pas complètement coupé de sa source 
d’alimentation principale. Si vous souhaitez 
couper complètement l’alimentation de 
l’appareil, mettez l’appareil hors tension 
puis retirez la fiche de la prise secteur. Pour cette 
raison, la prise secteur à laquelle vous choisissez de 
raccorder la fiche du cordon d’alimentation devrait 
être à portée de main et facilement accessible.

À propos de la fonction d’extinction automatique 
(Auto Off)
L’appareil s’éteindra automatiquement 
après une période prédéterminée suivant 
la dernière interprétation musicale 
ou la dernière utilisation des boutons 
ou commandes (fonction Auto Off). 
Si vous ne souhaitez pas que l’appareil s’éteigne 
automatiquement, désactivez la fonction Auto Off 
(p. 31).

Ne démontez pas l’appareil et n’y apportez aucune 
modification vous-même
N’effectuez aucune opération sauf 
instruction spécifique dans le mode 
d’emploi. Vous risquez sinon de provoquer 
un dysfonctionnement.

Ne tentez pas de réparer ou de remplacer des 
pièces vous-même
Assurez-vous de contacter votre revendeur, 
un centre de service Roland ou un 
revendeur Roland officiel.
Pour obtenir la liste des centres de service 
Roland et des revendeurs Roland officiels, 
reportez-vous au site Web de Roland.

Ne l’utilisez pas et ne le stockez pas dans un lieu 
présentant les caractéristiques suivantes
•	 exposé à des températures extrêmes 

(à la lumière directe du soleil dans 
un véhicule fermé, près d’un conduit 
chauffé ou sur un dispositif générateur 
de chaleur, par exemple);

•	 embué (dans une salle de bains, un 
cabinet de toilette ou sur un sol mouillé, 
par exemple);

•	 exposé à la vapeur ou à la fumée;
•	 exposé au sel;
•	 exposé à la pluie;
•	 exposé à la poussière ou au sable;
•	 soumis à de fortes vibrations ou secousses;
•	 placé dans un endroit mal aéré.

 AVERTISSEMENT
Utilisez uniquement le support recommandé
Cet appareil doit uniquement être utilisé 
avec un support recommandé par Roland.

Ne placez pas l’appareil sur une surface instable
Lorsque vous utilisez l’appareil avec un 
support recommandé par Roland, placez 
le support avec précaution sur une surface 
plane et stable. Si vous n’utilisez pas de 
support, vous devez toutefois vous assurer 
que l’emplacement d’installation de l’appareil offre 
une surface plane capable de supporter l’appareil et 
de l’empêcher d’osciller.

Précautions lors de l’installation de l’appareil sur 
un support
Veuillez vous conformer aux instructions 
fournies dans le Mode d’emploi lorsque 
vous installez l’appareil sur un support 
(p. 10).
S’il n’est pas correctement installé, il peut 
en résulter une instabilité susceptible d’entraîner la 
chute de l’appareil ou le basculement du support et de 
provoquer des blessures.

Utilisez uniquement l’adaptateur secteur fourni et 
la tension correcte
Servez-vous exclusivement de l’adaptateur 
secteur fourni avec cet appareil. En outre, 
assurez-vous que la tension à l’installation 
correspond à la tension en entrée indiquée 
sur l’adaptateur secteur. Les autres 
adaptateurs secteur pouvant utiliser une polarité 
différente ou être conçus pour une tension différente, 
leur utilisation risque de provoquer des dégâts, des 
dysfonctionnements ou une électrocution.

Utilisez uniquement le cordon d’alimentation 
fourni
Utilisez uniquement le cordon 
d’alimentation inclus. Par ailleurs, le cordon 
d’alimentation fourni ne doit pas être 
utilisé avec un autre appareil.

Ne pliez pas le cordon d’alimentation et ne placez 
pas d’objets lourds dessus
Il existe sinon un risque d’incendie ou 
d’électrocution.

 AVERTISSEMENT
Évitez l’utilisation prolongée à un volume sonore élevé
L’utilisation prolongée de l’appareil à un 
volume sonore élevé peut entraîner une 
perte d’audition. Si vous constatez une 
perte auditive ou des bourdonnements 
d’oreille, arrêtez immédiatement d’utiliser 
l’appareil et consultez un spécialiste.

Ne laissez pas des objets étrangers ou des liquides 
pénétrer dans l’appareil; ne placez jamais de 
récipients contenant du liquide sur l’appareil
Ne placez pas de récipients contenant du 
liquide (des vases à fleurs, par exemple) sur 
ce produit. Ne laissez aucun objet (objets 
inflammables, pièces de monnaie, broches, 
fils, etc.), ni aucun liquide quel qu’il soit 
(eau, jus de fruit, etc.) s’introduire dans 
l’appareil. Vous risquez de provoquer des 
courts-circuits ou un dysfonctionnement.

Mettez l’appareil hors tension en cas d’anomalie ou 
de dysfonctionnement
Dans les cas suivants, coupez 
immédiatement l’alimentation, retirez 
l’adaptateur secteur de la prise et 
contactez votre revendeur, un centre de 
service Roland ou un revendeur Roland 
officiel pour réparation.
•	 l’adaptateur secteur ou le cordon d’alimentation a 

été endommagé;
•	 en cas de fumée ou d’odeur inhabituelle;
•	 des objets ou du liquide se sont introduits dans 

l’appareil;
•	 l’appareil a été exposé à la pluie (ou a pris l’eau);
•	 l’appareil ne semble pas fonctionner normalement 

ou vous notez une altération significative de ses 
performances.

Pour obtenir la liste des centres de service Roland et 
des revendeurs Roland officiels, reportez-vous au site 
Web de Roland.

Veillez à ce que les enfants ne se blessent pas
Les adultes doivent toujours exercer une 
surveillance et un accompagnement en 
cas d’utilisation de l’appareil dans des 
endroits où des enfants sont présents ou 
manipulent l’appareil.

Évitez de laisser tomber l’appareil ou de le 
soumettre à des chocs importants
Vous risquez sinon de provoquer des 
dégâts ou un dysfonctionnement.
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CONSIGNES DE SÉCURITÉ

 AVERTISSEMENT
Ne branchez pas l’appareil sur une prise déjà 
occupée par un nombre déraisonnable d’autres 
appareils
Vous risquez sinon de provoquer une 
surchauffe ou un incendie.

N’utilisez pas l’appareil à l’étranger
Avant d’utiliser cet appareil à l’étranger, 
contactez votre revendeur, le centre 
de service Roland le plus proche ou un 
distributeur Roland agréé.
Pour obtenir la liste des centres de service Roland et 
des revendeurs Roland officiels, reportez-vous au site 
Web de Roland.

 ATTENTION
Utilisez uniquement le(s) support(s) spécifié(s)
Cet appareil est conçu pour être utilisé 
en combinaison avec des supports 
spécifiques (série PDS) fabriqués par 
Roland. S’il est utilisé en association avec 
d’autres supports, vous risquez de vous 
blesser si le produit chute ou bascule en raison d’un 
manque de stabilité.

Évaluez les risques de sécurité avant d’utiliser des 
supports
Même si vous tenez compte des 
avertissements mentionnés dans le Mode 
d’emploi, il peut arriver que le produit 
tombe du support ou que le support 
bascule suite à certaines manipulations. 
Prenez en considération tous les risques de sécurité 
avant d’utiliser ce produit.

Lorsque vous débranchez le cordon d’alimentation, 
saisissez-le par la fiche
Pour éviter d’endommager le conducteur, 
saisissez toujours le cordon d’alimentation 
par la fiche lorsque vous le débranchez.

Nettoyez régulièrement la fiche électrique
Une accumulation de poussière et d’objets 
étrangers entre la fiche électrique et la 
prise secteur peut provoquer un incendie 
ou une électrocution.
Vous devez régulièrement débrancher la 
fiche électrique et la nettoyer à l’aide d’un chiffon sec 
afin de la débarrasser de toute poussière et autres 
dépôts accumulés.

Débranchez la fiche électrique chaque fois que 
l’appareil n’est pas utilisé pendant une période 
prolongée
Un incendie peut se déclencher dans le cas 
improbable d’une panne.

Acheminez l’ensemble des cordons d’alimentation 
et des câbles de manière à éviter qu’ils ne 
s’emmêlent
Si quelqu’un trébuchait sur le câble et 
faisait tomber ou basculer l’appareil, des 
personnes pourraient être blessées.

Évitez de monter sur l’appareil ou de placer des 
objets lourds dessus
Vous risquez de vous blesser si l’appareil 
bascule ou chute.

 ATTENTION
Veillez à ne jamais brancher ou débrancher une 
fiche électrique lorsque vous avez les mains 
mouillées
Vous pourriez sinon subir une 
électrocution.

Débranchez l’ensemble des cordons/câbles avant 
de déplacer l’appareil
Avant de déplacer l’appareil, débranchez 
la fiche électrique de la prise murale, et 
débranchez tous les cordons des appareils 
externes.

Avant de nettoyer l’appareil, débranchez la fiche 
électrique de la prise
Si la fiche électrique n’est pas débranchée 
de la prise, vous risquez de subir une 
électrocution.

S’il y a un risque de foudre, débranchez la fiche 
électrique de la prise murale
Si la fiche électrique n’est pas débranchée 
de la prise, vous risquez de causer un 
dysfonctionnement ou de subir une 
électrocution.

Tenez les pièces de petite taille hors de portée des 
enfants en bas âge
Pour éviter tout ingestion accidentelle 
des pièces indiquées ci-dessous, tenez-les 
toujours hors de portée des enfants en 
bas âge.
•	 Pièces incluses/Pièces amovibles

Vis (p. 10)
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REMARQUES IMPORTANTES
Alimentation électrique

•	 Ne branchez pas cet appareil sur la même prise 
qu’un appareil électrique contrôlé par un onduleur 
ou comportant un moteur (réfrigérateur, lave-linge, 
four micro-ondes, climatiseur, etc.). Suivant le 
mode d’utilisation de l’appareil électrique, le bruit 
induit peut provoquer un dysfonctionnement de 
l’appareil ou produire un bruit audible. Si, pour des 
raisons pratiques, vous ne pouvez pas utiliser une 
prise électrique distincte, branchez un filtre de bruit 
induit entre cet appareil et la prise électrique.

•	 L’adaptateur secteur va commencer à émettre de 
la chaleur au bout de plusieurs heures d’utilisation 
continue. Ne vous inquiétez pas, cela est tout à fait 
normal.

•	 Placez l’adaptateur secteur de sorte que le côté avec 
le texte soit orienté vers le bas.

Installation
•	 Lorsque l’appareil est utilisé à proximité 

d’amplificateurs de puissance (ou de tout 
autre équipement contenant d’importants 
transformateurs de puissance), un bourdonnement 
peut se faire entendre. Pour atténuer ce problème, 
changez l’orientation de l’appareil ou éloignez-le de 
la source d’interférence.

•	 Cet appareil peut interférer avec la réception radio 
et télévision. Ne l’utilisez pas à proximité de ce type 
de récepteurs.

•	 Un bruit peut se faire entendre si des appareils de 
communication sans fil, tels que des téléphones 
cellulaires, sont utilisés à proximité de l’appareil. 
Ce bruit peut se produire lors de la réception ou de 
l’émission d’un appel ou pendant une conversation 
téléphonique. Lorsque vous rencontrez ce genre 
de problèmes, vous devez soit déplacer les 
appareils sans fil concernés de façon à les éloigner 
suffisamment de l’appareil, soit les éteindre.

•	 En cas de déplacement d’un endroit vers un autre où 
la température ou l’humidité sont très différentes, 
des gouttelettes d’eau (condensation) peuvent se 
former à l’intérieur de l’appareil. L’appareil peut alors 
présenter des dysfonctionnements ou des dégâts 
si vous essayez de l’utiliser dans ces conditions. 
Avant de vous en servir, il convient d’attendre 
quelques heures, jusqu’à ce que la condensation soit 
complètement évaporée.

•	 Suivant le matériau et la température de la surface 
sur laquelle vous placez l’appareil, il est possible que 
ses pieds en caoutchouc décolorent ou détériorent 
la surface. 

•	 Ne placez pas de récipient ou autre objet contenant 
du liquide sur cet appareil. Si jamais du liquide 
se déverse sur la surface de l’appareil, essuyez-le 
rapidement à l’aide d’un chiffon doux et sec.

Entretien
•	 N’utilisez jamais d’essence, de diluant, d’alcool ou de 

solvants afin d’éviter tout risque de décoloration ou 
de déformation.

Réparations et données

•	 Avant de confier votre appareil à un réparateur, 
veillez à effectuer une sauvegarde des données 
qui sont stockées dessus, ou, si vous préférez, à 
noter les informations dont vous avez besoin. Nous 
nous efforçons de préserver au mieux les données 
stockées sur l’appareil lorsque nous effectuons des 
réparations. Il peut toutefois arriver que la gestion 
de la mémoire soit endommagée physiquement, 
auquel cas il peut être impossible de restaurer 
le contenu enregistré. Roland décline toute 
responsabilité quand à la restauration de contenu 
enregistré qui aurait été perdu.

Précautions supplémentaires
•	 Toutes les données enregistrées sur l’appareil 

peuvent être perdues suite à une défaillance de 
l’appareil, une utilisation incorrecte ou autre facteur. 
Pour vous protéger contre la perte irrécupérable 
de données, pensez à effectuer régulièrement des 
sauvegardes des données enregistrées sur l’appareil.

•	 Roland décline toute responsabilité quand à la 
restauration de contenu enregistré qui aurait été 
perdu.

•	 Manipulez avec suffisamment de précautions 
les boutons, curseurs et autres commandes de 
l’appareil, ainsi que les prises et les connecteurs. 
Une manipulation trop brutale peut entraîner des 
dysfonctionnements.

•	 Ne frappez jamais l’écran ou ne lui appliquez jamais 
de fortes pressions.

•	 Tenez la prise pour débrancher tous les câbles, 
ne tirez jamais sur le câble. Vous éviterez ainsi les 
courts-circuits ou la détérioration des éléments 
internes du câble.

•	 Pour éviter de déranger les voisins, veillez à 
maintenir le volume de l’appareil à un niveau 
raisonnable.

•	 Cet instrument est conçu pour minimiser les sons 
externes lorsque vous jouez dessus. Les vibrations 
sonores peuvent toutefois être transmises à travers 
les sols et les plafonds de manière plus forte 
qu’attendu. Veillez donc à ce que ce type de son ne 
devienne pas une nuisance pour vos voisins.

•	 Lors de la mise au rebut du carton d’emballage 
ou du matériau de rembourrage dans lequel cet 
appareil a été emballé, vous devez respecter les 
réglementations relatives à l’élimination des déchets 
qui s’appliquent à votre localité.

•	 La partie en caoutchouc de la surface de frappe 
est traitée avec un préservateur afin de maintenir 
ses performances. Au fil du temps, ce préservateur 
peut apparaître sur la surface sous forme de tache 
blanche ou révéler l’endroit de frappe des pads 
lors des tests du produit. Cela n’affecte en rien les 
performances ou la fonctionnalité du produit, et 
vous pouvez continuer à l’utiliser en toute confiance.

•	 Une utilisation prolongée peut entraîner une 
décoloration du pad, mais n’en affectera pas le 
fonctionnement.

•	 N’utilisez pas des câbles de connexion munis d’une 
résistance intégrée.

•	 Si vous voulez utiliser le SPD-20 PRO avec un 
support, utilisez un support de pad (PDS-10 ou  
PDS-20; vendu séparément).

•	 Vous devez utiliser les vis sur le panneau inférieur 
du SPD-20 PRO. Si vous utilisez d’autres vis, vous 
risquez de causer des dysfonctionnements.

•	 N’utilisez pas les vis fournies avec le PDS-10 
(ancien modèle).

Utilisation de mémoires externes
•	 Veuillez respecter les précautions suivantes 

lors de la manipulation de périphériques de 
mémoire externes. Veillez également à observer 
attentivement toutes les précautions fournies avec 
le périphérique de mémoire externe.
•	 Ne retirez pas l’appareil pendant la lecture ou 

l’écriture.
•	 Pour éviter les dégâts causés par l’électricité 

statique, déchargez toute l’électricité statique de 
votre personne avant de manipuler l’appareil.

Droit de propriété intellectuelle
•	 Les droits d’auteurs relatifs au contenu de ce 

produit (les données de formes d’ondes sonores, les 
données de style, les motifs d’accompagnement, les 
données de phrase, les boucles audio et les données 
d’image) sont réservés par Roland Corporation.

•	 Les acquéreurs de ce produit sont autorisés à 
utiliser le contenu susmentionné (à l’exception des 
données de morceaux telles que celles des Démos) 
pour la création, l’exécution, l’enregistrement et la 
distribution d’œuvres musicales originales.

•	 Les acquéreurs de ce produit ne sont PAS autorisés 
à extraire le contenu susmentionné sous sa forme 
d’origine ou une forme modifiée, dans le but de 
distribuer le support enregistré dudit contenu ou de 
le mettre à disposition sur un réseau informatique.

•	 Ce produit contient la plate-forme logicielle intégrée 
eParts de eSOL Co., Ltd. eParts est une marque de 
eSOL Co., Ltd. au Japon.

•	 Ce produit utilise le code source de μT-Kernel sous 
T-License 2.0 accordé par le T-Engine Forum  
(www.tron.org).

•	 Les noms des sociétés et des produits figurant 
dans ce document sont des marques déposées 
ou des marques commerciales détenues par leurs 
propriétaires respectifs.

•	 Roland et OCTAPAD sont des marques déposées ou 
commerciales de Roland Corporation aux États-Unis 
ou dans d’autres pays.
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Présentation du OCTAPAD

Kit et Inst

Qu’est-ce qu’un Inst (Instrument) ?
Tous les sons et instruments intégrés au OCTAPAD sont référencés sous le terme « INST ».

Qu’entend-on par Superposition (Layer) ?
Deux instruments (Main [Principal], Sub [Subordonné]) peuvent être affectés à chaque pad.

La façon dont la force de votre frappe sur le pad affecte le volume de chaque instrument peut être spécifiée 
dans « Type de superposition ».

Le son du charleston, par exemple, varie en fonction de la force de frappe. Si vous frappez doucement, vous 
obtenez un son fermé, si vous frappez plus fort, vous obtenez un son ouvert. Il en est de même pour une caisse 
claire. Si vous jouez doucement, vous entendez le son de frappe sur la peau, tandis que si vous jouez plus fort, 
vous obtenez un « rim shot » (frappe sur le cercle).

Lorsque le type de superposition est 
sur « SWITCH »

Volume

Dynamique 
de jeu

Sub

Main

Volume

Dynamique 
de jeu

Lorsque le type de superposition 
est sur « FADE2 »

Sub

Main

Qu’est-ce qu’un Kit ?
Tous les instruments affectés aux huit pads et aux quatre pads externes ainsi que tous les effets appliqués, 
sont mémorisés sous forme de « Kit ». Vous pouvez sélectionner des kits en appuyant sur les boutons [-], [+] 
(p. 11).

Lors de concerts « live », la fonction Kit Chain vous permet de fixer l’ordre de passage des kits sélectionnés 
(p. 20).

 « Structure du kit » (p. 7)

Qu’entend-on par Ambience et par MFX ?
Il s’agit des deux effets.
L’effet « Ambience » est un effet global, qui touche par conséquent tous les kits. Il vous permet de choisir le type de réverbération en fonction des 
pièces et des salles.
« MFX » est un ensemble d’effets puissants qui peut être utilisé sur un kit individuel.
Sur le OCTAPAD, vous pouvez utiliser une instance d’ambiance et trois instances de MFX avec chaque kit.

Ambience MFX

 « Flux du signal audio » (p. 7)

Sub

Main
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Présentation du OCTAPAD

Modification et enregistrement de vos données
Le OCTAPAD propose des outils d’édition puissants comme le pitch, le decay, la couleur de tonalité, etc. De même, les MFX de chaque kit 
peuvent être réglés.

Tous les réglages sont automatiquement enregistrés en interne. Si vous le souhaitez, vous pouvez rétablir un kit individuel aux réglages 
d’usine. Voir « Restauration des paramètres d’usine » (p. 30).

En connectant un lecteur flash USB (vendu séparément) au OCTAPAD, vous pouvez sauvegarder tous les paramètres du OCTAPAD (ou les 
paramètres d’un kit individuel spécifié) sur la clé USB. Assurez-vous de sauvegarder vos données préférées (p. 28).

Structure du kit

KIT 200

KIT 001

PAD1
Main
Sub

PAD2
Main
Sub

PAD3
Main
Sub

PAD4
Main
Sub

PAD5
Main
Sub

PAD6
Main
Sub

PAD7
Main
Sub

PAD8
Main
Sub

EXT1 (R) EXT2 (R) EXT3 (R) EXT4 (R)

EXT1 (H)

Main
Sub

EXT2 (H)

Main
Sub

EXT3 (H)

Main
Sub

EXT4 (H)

Main
Sub

PRISE DE DÉCLENCHEMENT EXTERNE

PAD 1 à 8	

MFX1

MFX2

MFX3

AMBIENCE

KIT COMP

KIT EQ

KitVolume

PedalHHVol

KitTempo

PAD MUTE GROUP

PAD LINK

KIT MIDI

KIT NAME

PAD1 à 8

EXT1 à 4

Sub

Main
INST
Volume
Curve
FixedValue
CoarseTune
FineTune
Decay
Pan
Output
FixedHH
MFXSelect
MFXSend
AmbSend
LAYER EQ

LayerType

PadMinVol

FadePoint

PedalBend

PAD COMP (*)

R : (CERCLE)

(H) : (PEAU)

(*) Le PAD COMP pour un déclencheur externe (EXT1 à EXT4) est commun à la peau et au cercle.

Flux du signal audio

Vers prise 
OUTPUT/PHONES

PAD

SUB
MAIN

INST LAYER EQ PAD COMP KIT COMP KIT EQ

MFX3

MFX2

MFX1

AMBIENCE

Commun à la fois à la peau et au 
cercle pour le déclencheur externe

Déconnecté lorsque la sortie est sur « MFX » (p. 14)
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Description du panneau

Face supérieure

PAD 1

PAD 5

PAD 2

PAD 6

PAD 3

PAD 7

PAD 4

PAD 8

1

Numéro Nom Description

1 PAD 1 à 8 Frappez les pads 1 à 8 avec des baguettes.

2 Display

Affiche les noms de kit, les noms 
d’ondes et les réglages.
*	L’affichage à 7 segments à gauche 

indique toujours le numéro de kit.

3 [KIT], bouton

Permet d’afficher l’écran supérieur.
*	En appuyant sur le bouton [SHIFT] + 

[KIT], vous pouvez désactiver les 
boutons (p. 11).

4 Boutons [K] [J] Sélectionne l’élément à modifier.

5 Boutons [-] [+] Sélectionne des kits ou modifiez la 
valeur d’un paramètre.

6 Bouton [SHIFT]
Utilisez-le en l’associant à d’autres 
boutons pour accéder à une variété de 
fonctions.

7 Bouton [EXIT]

Retourne à l’écran précédent.
Également utilisé pour annuler 
l’opération précédente.
*	En appuyant sur la touche [SHIFT] 

[EXIT], vous pouvez arrêter tous les 
sons actuellement entendus (p. 11).

8 Bouton [ENTER]

En appuyant sur cette touche lorsque 
l’affichage indique [ENTER], vous 
pouvez exécuter une opération ou 
accéder à un écran avec des paramètres 
détaillés.
*	En appuyant sur la touche [SHIFT] 

[ENTER], vous pouvez spécifier une 
valeur commune pour tous les pads 
(p. 13).

Numéro Nom Description

9 Bouton [INST]

Sélectionne le paramètre du pad à 
modifier (p. 14).

10 Bouton [LEVEL]

11
Touche LAYER 
[TYPE]
Touche LAYER 
[MAIN/SUB]

12 Bouton [PITCH]

13 Bouton [OTHER]

14 Bouton [MFX] Modifie les paramètres d’effet (p. 17).

15 Bouton [KIT 
COMMON]

Permet de définir les réglages pour 
l’ensemble du kit (p. 18).

16 Bouton 
[AMBIENCE]

Modifie les paramètres d’ambiance 
(p. 17).

17 Bouton [COPY/
EXCHANGE]

Copie ou échange des kits ou des pads. 
Vous pouvez également échanger des 
superpositions (p. 27).

18 Bouton [SYSTEM] Modifie les paramètres pour l’ensemble 
du OCTAPAD

19 Écran [KIT 
CHAIN]

Vous permet d’enregistrer et de 
rappeler des kits dans l’ordre dans 
lequel vous souhaitez les utiliser lors 
d’une interprétation en direct (p. 20).

2 5 9 11 14 16 18

3 4 6 7 8 10 12 13 15 17 19
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Description du panneau

Prise MIX IN
Connectez un autre instrument 
de musique électronique, un 
appareil audio externe (lecteur 
audio portable, ordinateur, 
lecteur CD, etc.). Le son en 
entrée sur cette prise est émis 
à partir des prises OUTPUT et 
PHONES.

Prise PHONES
Pour brancher vos 
écouteurs. Même en 
cas d’utilisation d’un 
casque, le son sort 
toujours des prises OUTPUT.

Prise FOOT SW p. 25

Vous pouvez connecter 
un commutateur au pied 
(vendu séparément : 
BOSS FS-5U, FS-6) et 
l’utiliser pour contrôler 
de nombreux 
paramètres.

Prises OUTPUT
Pour brancher votre 
système d’amplification ou 
d’enregistrement.

S’il s’agit d’une connexion 
MONO, utilisez la prise L/MONO.

Prise DC IN
Permet de connecter 
l’adaptateur secteur fourni.

Face arrière

Prises EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4/HH CTRL p. 22

Connecte les pads ou les 
pédales aux prises d’entrée 
de déclenchement externe 
1 à 4. Pour effectuer les 
connexions, utilisez le câble 
fourni avec chaque pad. Tous 
les pads et pédales sont vendus séparément.

À la prise HH CTRL, vous pouvez connecter une pédale de 
commande de charleston compatible avec les FD-8, FD-9, 
VH-10 ou VH-11.

Port USB MEMORY p. 28

Pour brancher une clé USB (vendue séparément). 
Ce port vous permet de sauvegarder les 
paramètres du OCTAPAD sur un 
lecteur flash USB.

Molette [VOLUME]
Règle le volume émis par 
les prises OUTPUT (L/R) et la 
prise PHONES.

Commutateur [POWER] 
p. 11

Permet de mettre 
l’appareil sous tension 
ou hors tension.

Port MIDI p. 26

Pour brancher des appareils MIDI.

Utilisez l’accroche-câble pour fixer 
le cordon de l’adaptateur secteur 
comme indiqué sur l’illustration.

Accroche-câble

Cordon de l’adaptateur 
secteur fourni

*	 Pour éviter tout dysfonctionnement et défaillance de l’équipement, baissez 
toujours le volume et éteignez toutes les unités avant de faire des connexions.



10

Fixation sur un support
Si vous voulez utiliser le OCTAPAD avec un support, utilisez un support de pad (PDS-10 ou PDS-20; vendu séparément).

*	 Vous devez utiliser les vis de la face inférieure du OCTAPAD. L’utilisation de tout autre type de vis pourrait entraîner un dysfonctionnement.

*	 N’utilisez pas les vis fournies avec le PDS-10 (ancien modèle).

*	 Lorsque vous retournez l’appareil, veillez à protéger les boutons et pads pour ne pas les endommager. Veillez aussi à manipuler l’appareil avec 
soin. Ne le laissez pas tomber.

1.	À l’aide des vis situées sur la face inférieure du OCTAPAD, fixez la plaque de montage PDS-10 ou PDS-20.
*	 N’utilisez pas les vis fournies avec le pied pour pad.

Face inférieure du OCTAPAD

2.	Fixez le OCTAPAD au support de pad.
Pour plus d’informations sur l’assemblage du pied pour pad ou sur la fixation du pad, reportez-vous au mode d’emploi du support de pad.
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Jeu

Mise sous tension/hors tension

1.	Utilisez le commutateur POWER (p. 9) pour 
mettre sous ou hors tension.

*	 L’appareil s’éteindra automatiquement après une période 
prédéterminée suivant la dernière interprétation musicale ou 
la dernière utilisation des boutons ou commandes (fonction 
Auto Off). Si vous ne souhaitez pas que l’appareil s’éteigne 
automatiquement, désactivez la fonction Auto Off (p. 31). 
Pour restaurer l’alimentation, mettez à nouveau l’appareil 
sous tension.

*	 Avant la mise sous ou hors tension, veillez toujours à régler le 
volume au minimum. Même si le volume est réglé au minimum, 
il se peut que vous entendiez du son en mettant l’appareil sous/
hors tension. Ce phénomène est tout à fait normal et n’indique 
aucunement un dysfonctionnement.

Sélection d’un kit
Lorsque vous changez de kit, les sons de tous les pads sont 
commutés ensemble.

1.	Appuyez sur le bouton [KIT].

2.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner un kit.

Numéro du kit : Nom du kitNuméro du kit

*	 Si vous maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et utilisez les boutons 
[-] [+], le numéro de kit change par incrémentation de dix.

À propos des icônes affichées dans le coin supérieur droit de 
l’écran
Icône Signification

S’affiche si le MFX du kit est activé (p. 17).

S’affiche si l’ambiance du kit est activée (p. 17).

Le fonctionnement des boutons est désactivé.

Désactivation du fonctionnement des boutons
Pendant que l’écran de sélection du kit est affiché, vous pouvez 
désactiver le fonctionnement des boutons et de la pédale pour éviter 
que les paramètres ne soient modifiés en appuyant par inadvertance 
sur une touche ou une pédale.

1.	Maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et appuyez 
sur le bouton [KIT].

Un symbole de verrouillage apparaît dans le coin supérieur droit 
de l’écran.

Pour déverrouiller, maintenez à nouveau le bouton [SHIFT] 
enfoncé et appuyez sur le bouton [KIT].

*	 Vous ne pouvez pas désactiver le fonctionnement des boutons 
dans un écran autre que l’écran de sélection de kit.

Arrêt de tout son actuellement entendu
Vous pouvez arrêter tout son actuellement entendu.

1.	Maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et appuyez 
sur le bouton [EXIT].
L’écran indique « Tous les sons désactivés ».

Fonction KIT CHAIN

La fonction Kit Chain permet de préciser l’ordre de passage des kits, 
ce qui s’avère très pratique pour les concerts.

�Pour plus de détails, consultez « Rappel de kits dans un ordre 
spécifique » (p. 20).

Commutateur au pied

Les commutateurs au pied peuvent servir à passer d’un kit 
à l’autre.

�Pour plus de détails, consultez « Assigner le footswitch » 
(p. 25).
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Création d’un kit

Indications de l’écran

Numéro de pad/ 
Icône de 
superposition

Numéro de pad/ 
Icône de 
superposition

Nom de l’Inst

Écran d’Inst Autres écrans d’édition

ValeurNom du paramètre

Si « C » ou « A » s’affiche, vous 
pouvez utiliser [K] ou [J] pour 
passer au paramètre suivant 
(ou précédent).

Élément modifié 
(nom du bouton)

Numéro d’instance

Les deux premiers caractères 
indiquent la catégorie de 
l’instrument, les trois chiffres 
suivants indiquent le numéro 
d’Inst et le numéro d’Inst SPD-20 
est indiqué entre parenthèses (--).

Icône de superposition
Type de 
superposition Icône Superposition

OFF
Main

Sub

Autre que OFF
Main

Sub

Opérations d’édition de base
2

41

5

1.	Sélectionnez un kit (p. 11)

2.	Appuyez sur un bouton pour sélectionner le type 
d’élément que vous souhaitez modifier.

3.	Sélectionnez un pad (p. 13).

4.	Utilisez les boutons [K][J] pour sélectionner 
l’élément à modifier.
Si l’affichage indique [ENTER], appuyez sur le bouton [ENTER] pour 
procéder aux réglages détaillés.

5.	Utilisez les boutons [-] [+] pour régler la valeur.
La valeur augmente rapidement si vous maintenez le bouton 
[+] enfoncé et appuyez sur le bouton [-]. La valeur diminue 
rapidement si vous maintenez enfoncé le bouton [-] et appuyez 
sur le bouton [+]. La valeur change encore davantage si vous 
maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et appuyez sur le bouton  
[+] ou [-].
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Création d’un kit

Sélection d’un Inst

1.	Sélectionne un pad.

2.	Appuyez sur le bouton [INST].

3.	Appuyez sur le bouton LAYER [MAIN/SUB] pour 
sélectionner la superposition (Main ou Sub).

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner un 
instrument.
Vous pouvez également utiliser les boutons [K] [J] pour 
sélectionner la catégorie, le numéro ou le numéro d’instrument 
SPD-20 (ancien modèle), puis utiliser les boutons [-] [+] pour 
sélectionner un instrument.

Sélection d’un pad ou d’un déclencheur externe

Frappez le pad que vous souhaitez modifier. Pour sélectionner un 
déclencheur externe connecté à une prise EXTERNAL TRIGGER 
INPUT 1 à 4, frappez ou appuyez sur le pad ou la pédale connecté.

Vous pouvez également le sélectionner en maintenant enfoncé le 
bouton [ENTER] et en utilisant les boutons [K] [J].

Unifier les réglages pour tous les pads (SET ALL)

Voici comment régler le paramètre actuellement édité sur la même 
valeur pour tous les pads.

1.	Sélectionnez une valeur en suivant la procédure 
décrite dans « Opérations d’édition de base » 
(p. 12).

2.	Maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et appuyez 
sur le bouton [ENTER].

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].
La valeur de paramètre spécifiée pour le pad ou le kit 
sélectionné est appliquée à tous les pads. Pour annuler, appuyez 
sur le bouton [EXIT].

*	 Si vous modifiez un paramètre d’un pad interne, le paramètre est 
appliqué aux huit pads internes. Si vous modifiez un paramètre 
d’un pad externe, le paramètre est appliqué à la peau et au cercle 
des quatre pads externes.
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Création d’un kit

Modification du son d’un pad
Bouton Paramètre Valeur Description

[INST] INST
Reportez-vous 
à la « Liste des 
données » (PDF)

Sélectionne l’instrument affecté au pad.

LAYER [TYPE] LayerType Spécifie le type de superposition(p. 15)
LAYER [MAIN/SUB] - - Bascule entre l’édition du son principal ou secondaire.

[LEVEL]

Volume 0 à 127 Règle le volume.

Curve

LINEAR

Sélectionne la 
manière dont la 
force de la frappe 
affecte le volume de 
l’instrument (CURVE).

Le paramètre par défaut. Il permet d’établir la 
correspondance la plus naturelle entre les dynamiques de 
jeu et le changement de volume.

EXP1 Par rapport à LINEAR, une dynamique forte produit un 
changement plus important.

LOG1, LOG2, LOG3 Par rapport à LINEAR, un jeu plus doux produit un 
changement plus important.

SPLINE1, SPLINE2 Des changements extrêmes se produisent en réponse à la 
dynamique de jeu.

FIXED Le son est joué à un volume fixe quelle que soit votre 
dynamique de jeu.

FixedValue 1 à 127 Spécifie la vitesse lorsque Curve = FIXED.
PadMinVol 0 à 15 Définit le volume pour la plus faible des frappes.

[PITCH]

CoarseTune -24 à 24 Spécifie la hauteur par unités de demi-tons.
FineTune -50 à 50 Spécifie la hauteur par unités d’un centième (1/100 de demi-ton).

PedalBend -24 à 24 Vous permet de modifier la hauteur en appuyant sur la pédale de charleston. 
Cela spécifie l’amplitude en demi-tons de cette modification.

[OTHER]

Decay 1 à 100
Spécifie la période de chute du volume de l’instrument (DECAY). Des valeurs plus 
élevées allongent le temps de chute.
*	Ce paramètre peut ne pas affecter le timbre de certains instruments.

Fixed HH NORMAL, CLOSE, 
HALF, OPEN

Spécifie l’ouverture du charleston. Sur NORMAL, l’ouverture dépend de la profondeur 
à laquelle vous appuyez sur la pédale.
*	Ceci ne peut être réglé que si l’instrument est un contrôle de charleston (HC).

Pan L30 à CENTER à R30 Spécifie le panoramique de l’instrument (la position à partir de laquelle le son est 
entendu par les haut-parleurs gauche et droit).

Output MFX, DRY+MFX

Choisit si le son de l’instrument est émis uniquement vers MFX ou à la fois en MFX et 
en direct.

MFX

MFX

MFX

DRY+MFX

MFXSelect MFX1, MFX2, MFX3 Sur les trois effets spécifiés pour un kit, un d’entre eux peut être appliqué à Main et 
un à Sub.

MFXSend 0 à 127 Spécifie le niveau de volume envoyé à MFX séparément pour Main et pour Sub.
AmbSend 0 à 127 Spécifie le niveau de volume envoyé à Ambience séparément pour Main et pour Sub.

LAYER EQ -

Règle le timbre (égaliseur de superposition) séparément pour Main et pour Sub. 
Vous pouvez ajuster le timbre en spécifiant le boost/cut pour chacune des trois 
bandes (LOW, MID, HIGH).
Pour plus d’informations, consultez « Paramètres LAYER EQ » (p. 15).

PAD COMP -
Règle la quantité de changement de volume (compresseur de pad) pour chaque pad.
Pour plus d’informations, consultez « Paramètres PAD COMP » (p. 16).

PAD MUTE 
GROUP

Frappez le pad pour 
sélectionner celui 
auquel vous voulez 
assigner le groupe 
de sourdine.

Si vous affectez un pad à un groupe, les autres pads affectés au même groupe de 
sourdine sont mis en sourdine (réduits au silence) lorsque vous frappez ce pad. Par 
exemple, vous pouvez l’utiliser pour empêcher les sons HH Open et Close d’être 
entendus simultanément.
Pour plus de détails sur ce paramètre, reportez-vous à « Paramètres PAD MUTE 
GROUP et PAD LINK » (p. 16).

PAD LINK

Frappez le pad pour 
sélectionner celui 
pour lequel vous 
souhaitez spécifier 
le paramètre PAD 
LINK

Ce paramètre vous permet de jouer le son de deux pads en n’en frappant qu’un. 
Cette fonction est pratique lorsque vous souhaitez superposer plusieurs sons en une 
seule frappe.
(La superposition de plusieurs instances du même son peut provoquer des 
interférences et produire une impression non naturelle.)
Pour plus de détails sur ce paramètre, reportez-vous à « Paramètres PAD MUTE 
GROUP et PAD LINK » (p. 16).

EXCHANGE 
LAYER Main,Sub Échange les paramètres des couches principale et secondaire.
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Création d’un kit

Type de superposition

Le OCTAPAD vous permet de jouer deux instruments (Inst Main et Inst Sub) superposés sur un seul pad. Vous pouvez également basculer entre 
deux instruments ou faire varier leur balance en fonction de votre dynamique de jeu.

Paramètre Valeur Description

Layer Type

OFF

Volume

Dynamique 
de jeu

Seul Inst Main est joué.

MIX

Volume

Dynamique 
de jeu

Inst Main et Inst Sub sont superposés et joués simultanément.

FADE1

Volume

Dynamique 
de jeu

Inst Sub est entendu uniquement pour une frappe de pad plus forte que la 
valeur (valeur de vélocité) spécifiée par Fade Point.

FADE2

Volume

Dynamique 
de jeu

Pour les frappes de pad plus fortes que le Fade Point, l’Inst Sub est superposé en 
plus du son Inst Main.

SWITCH

Volume

Dynamique 
de jeu

Le son Inst Main est entendu pour les frappes de pad plus faibles que le Fade 
Point, et le son passe sur Inst Sub pour les frappes de pad plus fortes.

XFADE

Volume

Dynamique 
de jeu

Il s’agit essentiellement de la même chose que FADE2, à la différence que les 
frappes de pad plus fortes que le Fade Point diminuent le volume du son Inst 
Main.

Fade Point 1 à 127 Précise la valeur de vélocité à laquelle Inst Sub commence à s’entendre.

Paramètres LAYER EQ

Paramètre Valeur Description

ON/OFF ON, OFF Permet d’activer ou de désactiver l’égalisation.

LoFrq 20 Hz à 1 kHz Spécifie la fréquence centrale de la gamme des basses fréquences.

LoGain -15 à 15 dB Amplification ou atténuation des basses fréquences

MidFrq 20 Hz à 16 kHz Permet de régler la fréquence centrale de la gamme des moyennes fréquences.

Mid Q 0,5 à 8,0
Largeur de la gamme des moyennes fréquences

Des valeurs plus élevées réduisent cette largeur.

MidGain -15 à 15 dB Règle la quantité d’amplification ou d’atténuation des moyennes fréquences.

HiFrq 1 à 16 kHz Spécifie la fréquence centrale de la gamme des hautes fréquences.

HiGain -15 à 15 dB Règle la quantité d’amplification ou d’atténuation des hautes fréquences.
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Paramètres PAD COMP

Paramètre Valeur Description

ON/OFF ON, OFF Permet d’activer ou de désactiver le compresseur de pad.

TYPE

KICK 1, KICK 2, 

SNARE 1 

SNARE 2, TOM 1, 

TOM 2, 

CYMBAL 1, 

CYMBAL 2, 

SOFT COMP, 

HARD COMP, 

LIMITER

Type de compresseur

*	La modification de ce paramètre définit les paramètres Ratio, Knee, Attack et Release du 
compresseur du pad sur des valeurs optimales. En fonction de ces paramètres, vous pouvez 
ajuster la valeur de chaque paramètre si nécessaire.

Gain -24,0 à +24,0dB Volume de sortie du compresseur

Thre -48 à 0 dB Niveau sonore à partir duquel la compression commence.

Ratio 1:1, 2:1, 3:1, 4:1, 8:1, 
16:1, 32:1, 100:1 Ratio de compression

Knee HARD, SOFT1, 
SOFT2, SOFT3 Attaque du son au moment où la compression est appliquée

Attack 0,1 à 100 ms Temps jusqu’au début de la compression

Release 10 à 1000 ms Temps jusqu’à ce que la compression revienne à son état d’origine

Paramètres PAD MUTE GROUP et PAD LINK

1.	À partir des éléments du bouton [OTHER], 
sélectionnez PAD MUTE GROUP ou PAD LINK et 
appuyez sur le bouton [ENTER].

2.	Appuyez une nouvelle fois sur le bouton [ENTER].

Pour annuler une sourdine ou une liaison spécifiée, utilisez les 
boutons [K] [J] pour sélectionner « RESET », puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

3.	Utilisez les boutons [K] [J] pour spécifier le numéro 
de groupe.
Jusqu’à huit groupes peuvent être spécifiés.

4.	Frappez un pad pour sélectionner le pad que vous 
souhaitez couper ou lier.

PAD1 à 8 EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4

*	 Pour EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4, la rangée supérieure est 
HEAD et la rangée inférieure est RIM.

REMARQUE

55 Vous ne pouvez pas affecter le même pad à différents groupes. 
Si vous essayez de le spécifier, le message suivant apparaît.

55 Vous ne pouvez pas utiliser Pad Link pour affecter trois pads ou 
plus au même groupe. Si vous essayez de le spécifier, le message 
suivant apparaît.
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Création d’un kit

Paramètres d’effet

Paramètres MFX
Vous pouvez sélectionner jusqu’à trois MFX (MFX1 à MFX3) et appliquer leurs effets à un kit.

1

2 4

3

1.	Appuyez sur le bouton [MFX].

2.	Utilisez les boutons [K] et [J] pour sélectionner le MFX (MFX1 à MFX3) à modifier.

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour activer ou désactiver l’effet.

4.	Appuyez sur le bouton [ENTER].
Utilisez les boutons [K] [J] et [-] [+] pour modifier les paramètres d’effet en détail.

*	 Pour plus de détails sur MFX, reportez-vous à la « Liste de données » (PDF).

REMARQUE

Les réglages d’effet MFX peuvent être effectués séparément pour le Main et le Sub d’un pad (p. 14).

Paramètres AMBIENCE
L’ambiance simule la réverbération et l’acoustique d’un endroit où vous jouez de la batterie. Il vous permet 
d’obtenir un son plus naturel offrant une sensation de présence.

Bouton Paramètre Valeur Description

[AMBIENCE]

ON/OFF ON, OFF Permet d’activer ou de désactiver l’effet « Ambience ».

TYPE

ROOM1, ROOM2, 
HALL1, 

HALL2, 

PLATE

Sélectionne le type de réverbération.

PreDelay 0 à 100 ms Spécifie le temps de retard entre le son d’origine et la réverbération.

Time 0,1 à 10,0 s Spécifie la durée pendant laquelle le son de réverbération diminue.

Density 0 à 127 Définit la densité du son de réverbération.

Diffusion 0 à 127
Spécifie la manière dont la densité du son de réverbération change au fil du temps.

Avec des valeurs plus élevées, le son devient plus dense au fil du temps. (Avec un 
effet plus important lorsque le temps de réverbération est plus long)

LF Damp 0 à 100 Atténue la gamme des basses fréquences du son réverbéré.

HF Damp 0 à 100 Atténue la gamme des hautes fréquences du son réverbéré.

Spread 0 à 127 Permet de régler l’impression d’espace du son réverbéré.

Tone 0 à 127 Règle le timbre du son réverbéré.

Level 0 à 127 Permet de régler le volume du son réverbéré.

REMARQUE

Le niveau de volume envoyé à Ambience peut être réglé individuellement pour Main et Sub (p. 14).
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Modification du son global du kit
*	 Pour plus de détails sur les paramètres, reportez-vous à la « Liste des données » (PDF).

Bouton Paramètre Valeur Description

[KITCOMMON]

KitVolume 0 à 127 Permet de régler le volume de l’ensemble du kit.

PedalHHVolume 0 à 127 Spécifie le volume du charleston utilisé avec la pédale.

KitTempo 20 à 260

Permet de définir le réglage de tempo de chaque kit.

Si le MFX Tempo Sync est activé, les réglages d’effet tels que Rate et Delay Time 
correspondent au tempo spécifié ici.

*	Pour plus de détails sur MFX, reportez-vous à la « Liste de données » (PDF).

KIT COMP -
Permet de régler la dynamique de volume de l’ensemble du kit. Cela permet de 
régler le compresseur qui est appliqué au stade final de la sortie.

Pour plus d’informations, consultez « Paramètres KIT COMP » (p. 18).

KIT EQ -

Permet de régler le timbre de l’ensemble du kit. Vous pouvez régler la 
quantité d’amplification ou d’atténuation pour trois gammes de fréquences 
(LOW, MID, HIGH). Vous pouvez également l’utiliser pour régler le timbre lors de 
l’utilisation de KIT COMP.

Pour plus d’informations, consultez « Paramètres KIT EQ » (p. 19).

KIT NAME -
Permet de définir le nom du kit.

Utilisez les boutons [K][J] pour sélectionner le caractère que vous souhaitez 
modifier, puis utilisez les boutons [-] [+] pour modifier la valeur.

KIT MIDI -
Vous permet de spécifier les messages MIDI qu’un pad envoie ou reçoit.

Pour plus d’informations, consultez « Réglages MIDI du KIT » (p. 19).

KIT RESET KIT001 à KIT200 Pour réinitialiser le kit à son état de sortie d’usine.

Paramètres KIT COMP

Paramètre Valeur Description

ON/OFF ON, OFF Active ou désactive le KIT COMP.

TYPE SOFT, HARD, LIMITER

Type de compresseur

*	Lorsque vous modifiez ce paramètre, tous les paramètres de KIT COMP sont modifiés selon les 
réglages optimaux. En fonction de ces paramètres, vous pouvez modifier chaque paramètre à 
votre guise.

Gain -24,0 à +24,0dB Volume de sortie du compresseur

Thre -48 à 0 dB Niveau sonore à partir duquel la compression commence

Ratio 1:1, 2:1, 3:1, 4:1, 8:1, 
16:1, 32:1, 100:1 Ratio de compression

Knee HARD, SOFT1, 
SOFT2, SOFT3 Attaque du son au moment où la compression est appliquée

Attack 0,1 à 100 ms Temps jusqu’au début de la compression

Release 10 à 1000 ms Temps au cours duquel la compression revient à son état d’origine
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Paramètres KIT EQ

Paramètre Valeur Description

ON/OFF ON, OFF Permet d’activer ou de désactiver l’effet KIT EQ.

LoFrq 20 Hz à 1 kHz Spécifie la fréquence centrale de la gamme des basses fréquences.

LoGain -12 à +12 dB Amplification ou atténuation des basses fréquences.

MidFrq 20 Hz à 16 kHz Permet de régler la fréquence centrale de la gamme des moyennes fréquences.

Mid Q 0,5 à 8,0
Largeur de la gamme des moyennes fréquences

Des valeurs plus élevées réduisent cette largeur.

MidGain -12 à +12 dB Règle la quantité d’amplification ou d’atténuation des moyennes fréquences.

HiFrq 1 à 16 kHz Spécifie la fréquence centrale de la gamme des hautes fréquences.

HiGain -12 à +12 dB Règle la quantité d’amplification ou d’atténuation des hautes fréquences.

Réglages MIDI du KIT

Paramètre Valeur Description

Note#
0 (Do -) à 127 (Sol 9)

Numéro de note MIDI transmise ou reçue par chaque pad.

*	Si vous spécifiez un numéro de note identique au numéro de note spécifié pour un autre pad, 
un «*» s’affiche à la fin.

OFF Remarque : les messages de note ne sont ni reçus ni transmis

GateTime 0,1 à 8,0 s Durée de la note transmise par chaque pad

Channel
CH1 à CH16 Canal MIDI utilisé par chaque pad pour transmettre ou recevoir des messages de note ou 

contrôler les messages de changement

GLOBAL Pour émettre ou recevoir en utilisant le canal d’émission ou de réception spécifié dans SYSTEM 
(p. 26)

HClNote (*)
(Hi-Hat Closed Note)

0 (Do -) à 127 (Sol 9), 
OFF Numéro de note MIDI transmis et reçu pour le charleston fermé

HPedal (*)
(Hi-Hat Pedal)

0 (Do -) à 127 (Sol 9), 
OFF Numéro de note MIDI transmise et reçue pour la pédale du charleston

INITIALIZE - Ramène les réglages MIDI du KIT à leur état de sortie d’usine.

(*) Valable uniquement pour le pad contrôlé par charleston ouvert/fermé (p. 25).
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Rappel de kits dans un ordre spécifique
Vous pouvez enregistrer et rappeler les kits dans l’ordre selon lequel 
vous prévoyez de les utiliser. C’est ce qu’on appelle la fonction Kit 
Chain. Si vous enregistrez les kits dans l’ordre dans lequel vous les 
utiliserez lors de votre interprétation en direct, vous pouvez rappeler 
instantanément le prochain kit à utiliser. Jusqu’à 16 kits peuvent être 
enregistrés dans une chaîne de kits.

Jusqu’à 16 chaînes de kits peuvent être stockées dans les banques 
(A à P).

BANK A Chaîne de kits

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

BANK P

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

STEP1 STEP2 STEP3 STEP16

Chaîne de kits

Chaîne de kits

BANK B

Création d’une chaîne de kits

1.	Maintenez le bouton [SHIFT] enfoncé et appuyez 
sur le bouton [KIT CHAIN].
Le bouton [KIT CHAIN] clignote.

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner la 
banque (A à P) dans laquelle vous souhaitez stocker 
la chaîne.

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Utilisez les touches [K] [J] pour sélectionner un pas 
(1 à 16).

5.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner le kit 
que vous souhaitez affecter à au pas sélectionné.

Si vous ne souhaitez pas utiliser tous les pas jusqu’au pas 16, 
sélectionnez « END ».

Utilisation d’une chaîne de kits

1.	Appuyez sur le bouton [KIT CHAIN].
Le bouton [KIT CHAIN] s’allume.

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner une 
banque (A à P).

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour changer de pas.
Le kit attribué est sélectionné.
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Réglage de la sensibilité du pad
Voici comment régler la sensibilité de chaque pad.

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner « PAD SETTING », puis appuyez sur le bouton [ENTER].

3.	Frappez un pad afin de sélectionner celui dont vous voulez modifier les réglages.
Vous pouvez également sélectionner un pad en maintenant enfoncé le bouton [ENTER] et en utilisant les boutons [K] [J].

4.	Utilisez les boutons [K] et [J] pour sélectionner l’élément à modifier.

5.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la valeur.

Paramètre Valeur Description

Sens 1,0 à 32,0
Vous pouvez régler l’éuilibre entre la force de frappe du pad et le volume (sensibilité).

Une sensibilité supérieure produit un volume élevé même lorsque vous jouez délicatement. 
Une sensibilité moindre produit un volume faible même lorsque vous jouez vigoureusement.

Threshold 0 à 31

Seuil de sensibilité minimale du pad

Ce paramètre permet la réception d’un signal de déclenchement 
uniquement lorsque le réglage du pad est supérieur à un niveau 
dynamique donné (vélocité). Il est ainsi possible d’empêcher un pad 
d’émettre un son à cause des vibrations provenant d’autres pads. 
Dans l’exemple qui suit, B va émettre un son, mais pas A ni C.

Vérifiez et ajustez le réglage en conséquence. Répétez la procédure 
jusqu’à obtenir le réglage parfaitement adapté à votre style de jeu.

Curve

Changement de volume en réponse à la force de frappe du pad

LINEAR

LINEAR

Volume

Dynamique 
de jeu

Le paramètre par défaut. Il permet d’établir 
la correspondance la plus naturelle entre les 
dynamiques de jeu et le changement de volume.

EXP1, EXP2

EXP2EXP1 EXP2EXP1

Volume Volume

Dynamique 
de jeu

Dynamique 
de jeu

Par rapport à LINEAR, une dynamique forte produit 
un changement plus important.

LOG1, LOG2

LOG2LOG1 LOG2LOG1

Volume Volume

Dynamique 
de jeu

Dynamique 
de jeu

Par rapport à LINEAR, un jeu plus doux produit un 
changement plus important.

SPLINE

SPLINE

Volume

Dynamique 
de jeu

Des changements extrêmes se produisent en 
réponse à la dynamique de jeu.

LOUD1, 
LOUD2

LOUD2LOUD1 LOUD2LOUD1

Volume Volume

Dynamique 
de jeu

Dynamique 
de jeu

La réponse dynamique est très faible et il est donc 
facile de conserver des niveaux de volume élevés.

Threshold
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Connexion d’appareils externes

Connexion de pads et pédales externes
Le OCTAPAD vous offre la possibilité de connecter aux entrées de déclencheurs externes une pédale de contrôle du charleston ou des pédales et 
des pads.

Après avoir connecté un pad ou une pédale externe à une prise EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4, spécifiez le paramètre Trigger Type comme décrit 
ci-dessous.

Paramètres de déclenchement externe

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner « EXT TRIG ».

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Frappez ou appuyez sur le pad ou la pédale externe connecté à la prise EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4 pour le 
sélectionner.
Vous pouvez également effectuer cette sélection en maintenant enfoncée la touche [ENTER] et en utilisant les boutons [K] [J].

5.	Utilisez les boutons [K] et [J] pour sélectionner l’élément à modifier.

6.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la valeur.
Paramètre Valeur Description

Type
« Liste des types de 
déclenchement » 
(p. 24)

Spécifie le modèle de pad (type de déclenchement) connecté aux prises EXTERNAL TRIGGER INPUT 1 à 4.
REMARQUE

Lorsque vous spécifiez le type de déclenchement, les paramètres de déclenchement (à l’exception 
de certains paramètres tels que l’annulation de cross-stick) sont définis sur des valeurs optimales. 
Ces valeurs ne sont que des directives générales; vous pouvez effectuer des ajustements précis selon 
vos besoins en fonction de la façon dont vous fixez le pad et de la façon dont vous l’utilisez.

Sens 1,0 à 32,0

Pour une explication de la Sens, du Threshold et de la Curve, reportez-vous à « Réglage de la sensibilité du 
pad » (p. 21).

Threshold 0 à 31

Curve

LINEAR

EXP1, EXP2

LOG1, LOG2

SPLINE

LOUD1, LOUD2

ScanTime 0 à 4,0 ms

Temps de détection du signal de déclenchement

Le temps d’élévation du signal de déclenchement pouvant différer légèrement 
suivant les caractéristiques de chaque pad ou de chaque déclencheur de 
batterie acoustique (capteur de batterie), vous pouvez remarquer que des 
frappes identiques (vélocité) peuvent produire des sons de différents volumes. 
Dans ce cas, vous pouvez régler le paramètre « Scan Time » de telle façon que 
votre style de jeu puisse être détecté avec plus de précision.

Tout en frappant le pad plusieurs fois avec la même intensité, augmentez petit à petit la valeur « Scan Time » 
en partant de 0 ms, jusqu’à ce que le volume qui en résulte se stabilise au niveau le plus élevé. Avec ce 
réglage, frappez le pad doucement puis plus fort et vérifiez que le volume change en conséquence.

*	Lorsque la valeur est plus élevée, le temps nécessaire à l’émission du son augmente. Choisissez la valeur 
la plus basse possible.

Temps de scan

Temps
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Paramètre Valeur Description

RetrigCnl
(Retrigger Cancel)

1 à 16

Détection de l’atténuation du signal de déclenchement
Lorsque vous frappez une caisse claire (entre autres) à laquelle un 
déclencheur de batterie disponible dans le commerce est attaché, il peut y 
avoir des cas où l’onde est déformée, provoquant un autre déclenchement 
involontaire au point « A » dans l’illustration suivante (redéclenchement).
Ceci se produit en particulier sur la courbe descendante de la forme d’onde. 
Le paramètre Retrigger Cancel détecte cette distorsion et empêche le 
redéclenchement.
Frappez le pad plusieurs fois tout en augmentant la valeur de ce paramètre jusqu’à ce que le 
redéclenchement ne se produise plus.
Bien que la définition de ce paramètre sur une valeur élevée empêche le redéclenchement, les sons 
peuvent alors être aisément omis lorsque vous jouez rapidement sur les éléments (roulements, etc.). 
Définissez ce paramètre sur la valeur la plus basse possible tout en vous assurant qu’il n’y a pas de 
redéclenchement.

REMARQUE

Vous pouvez également résoudre le problème lié au redéclenchement à l’aide du paramètre « Mask 
Time ». Ce paramètre ne détecte pas les signaux de déclenchement émis pendant la durée indiquée 
après la réception du précédent signal de déclenchement Le paramètre Retrigger Cancel détecte 
l’atténuation du niveau du signal de déclenchement et déclenche le son après avoir déterminé de façon 
interne quels signaux de déclenchement ont été réellement générés lors de la frappe sur la peau, tout 
en éliminant les signaux de déclenchement erronés qui ne déclenchent aucun son.

MaskTime 0 à 64 ms

Prévention du double déclenchement
Lorsque vous jouez de la grosse caisse, la batte peut rebondir et 
frapper la peau une seconde fois immédiatement après la note voulue 
(avec les batteries acoustiques, la batte reste parfois appuyée sur la 
peau); cela provoque un « double déclenchement » (et produit deux 
sons au lieu d’un). Le paramètre « Mask Time » permet d’empêcher 
une telle situation. Une fois le pad frappé, tous les autres signaux de 
déclenchement émis pendant le « MASK TIME » indiqué sont ignorés.
Réglez ce paramètre tout en jouant sur le pad. Lorsque vous jouez de la grosse caisse, essayez de laisser la 
batte rebondir et frapper la peau très rapidement, puis augmentez la valeur du paramètre « MASK TIME » 
jusqu’à ce que le rebond de la batte ne produise plus aucun son.
Si vous augmentez cette valeur, il est plus probable qu’une note jouée en succession rapide soit éliminée. 
Choisissez la valeur la plus basse possible.

REMARQUE

Si deux sons ou plus sont émis lorsque vous frappez la peau une seule fois, vous devez régler le 
paramètre Retrigger Cancel.

Rim Gain 0 à 3,2

Règle l’équilibre entre la force de frappe du cercle ou du bord et l’intensité du son.
Si vous augmentez cette valeur, même des frappes légères sur le cercle sont émises à un volume élevé. 
Si vous diminuez cette valeur, même des frappes violentes sur le cercle sont émises à faible volume.
*	Cette option n’est disponible que pour les pads qui prennent en charge les frappes sur le cercle.

H/R Adjust
(Head/Rim Adjust)

0 à 80

Ce paramètre spécifie à quel point il est facile de jouer une frappe sur la peau ou sur le cercle.

Si le son du cercle se fait entendre lorsque vous frappez fortement la peau, augmentez cette valeur.

Si le son de la peau est entendu lorsque vous jouez une frappe simple sur le cercle, diminuez cette valeur.

Si le son de la peau se fait entendre lorsque vous jouez doucement sur le cercle, diminuez cette valeur.
REMARQUE

Si vous entendez le son du cercle lorsque vous jouez sur la peau, ou si vous entendez un son de peau 
lorsque vous jouez une frappe sur le cercle, apportez de petites modifications aux valeurs Head/Rim 
Adjust tout en continuant vos tests. Des modifications extrêmes des valeurs provoquent un son erroné 
lorsque vous frappez le pad, par exemple en produisant le son du cercle lorsque vous jouez sur la peau.

*	Cette option n’est disponible que pour les pads qui prennent en charge les frappes sur le cercle.

NoiseCnl
(Ext Noise Cancel)

OFF, 1 à 5

Ce paramètre vous permet d’empêcher un pad d’être déclenché de manière indésirable par une frappe sur 
un pad auquel aucun déclencheur de pad n’est attaché, ou par le son ou les vibrations de l’environnement 
(suppression du bruit).

Cette fonction de suppression du bruit peut être utilisée si vous utilisez un câble stéréo pour connecter un 
déclencheur de batterie « RT-30K » ou « RT-30HR » aux prises EXTERNAL TRIGGER IN et spécifiez le type de 
déclenchement.

*	Le « RT-30H » ne prend pas en charge la fonction d’annulation du bruit.

XTalkCnl 0 à 80

Si deux pads sont attachés au même support, la vibration d’un pad frappé peut involontairement faire 
sonner l’autre pad. C’est ce qu’on appelle la « diaphonie ». L’annulation de la diaphonie est un paramètre 
qui empêche ce type de diaphonie.

Pour plus de détails, reportez-vous à la « Liste des données » (PDF).

VH SET -
Paramètres pour le charlestion V-Hi-Hat

*	Ceux-ci ne s’affichent que lorsque le Type est réglé sur « VH11 » ou « VH10 ». Pour plus d’informations, 
consultez « Réglage VH SET » (p. 24).

Temps

Temps de masque

Temps

Son non produit
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Liste des types de déclenchement

Déclencheur de pad 
utilisé Trig Type Frappe sur 

le cercle Étouffement

KD-A22 KDA22 - -
KD-200 KD200 - -
KD-140 KD140 - -
KD-120 KD120 - -
KD-85 KD85 - -
KD-10 KD10 - -
KD-9 KD9 - -
KD-8 KD8 - -
KD-7 KD7 - -
KT-10 KT10 - -
KT-9 KT9 - -
PD-128S, PD-128 PD128 ( -
PD-125XS, PD-125X PD125X ( -
PD-125 PD125 ( -
PD-108 PD108 ( -
PD-105X PD105X ( -
PD-105 PD105 ( -
PD-85 PD85 ( -
PDX-100 PDX100 ( -
PDX-12 PDX12 ( -
PDX-8 PDX8 ( -
PDX-6 PDX6 ( -
PD-8 PD8 ( (
VH-11 VH11 ( (
VH-10 VH10 ( (
CY-16RT CY16RT ( (
CY-15R CY15R ( (
CY-14CT CY14CT ( (
CY-14C CY14C ( (
CY-13R CY13R ( (
CY-12C CY12C ( (
CY-12R/C CY12R/C ( (
CY-8 CY8 ( (
CY-5 CY5 ( (

BT-1
BT1 - -
BT1 SENS * 1 - -

Generic pads
PAD1 ( (
PAD2 ( -
PAD3 ( (

RT-30K RT30K - -
RT-30HR RT30HR ( -

RT-30H
RT30H SN * 2 - -
RT30H TM * 3 - -

RT-10K RT10K - -
RT-10S RT10S ( -
RT-10T RT10T - -

*1: �Lorsque vous utilisez le BT-1, il est possible d’augmenter encore la 
sensibilité des frappes douces, mais cela augmente la possibilité de 
déclenchement indésirable par les vibrations de l’environnement.

*2: Sélectionnez cette option si vous fixez un RT-30H à la caisse claire.

*3: Sélectionnez cette option si vous connectez un RT-30H à un tom.

Réglage VH SET

Voici comment régler le décalage du charleston (VH-10/VH-11).

*	 Celui-ci ne peut être défini que si le TYPE est réglé sur VH-11 ou 
VH-10.

1.	Une fois le charleston complètement séparé du 
capteur de mouvement, allumez le OCTAPAD.

Unité de capteur de mouvement
Séparé

Vis papillon

2.	Desserrez le papillon du tilter et laissez le 
charleston reposer librement sur le capteur de 
mouvement.

3.	Dans la procédure « Paramètres de déclenchement 
externe » (p. 22), sélectionnez « EXT TRIG » puis 
appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Frappez la cymbale de charleston pour sélectionner 
le pad.

5.	Réglez « TYPE » sur « VH11 » ou « VH10 ».

6.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« VH SET », puis appuyez sur le bouton [ENTER].

7.	Si l’écran indique « Turn screw L », tournez la vis 
de réglage du décalage dans le sens antihoraire. 
Si l’écran indique « Turn screw R », tournez-la dans 
le sens des aiguilles d’une montre.

OPEN CLOSE

Vis de réglage du 
décalage

Lorsque la valeur affichée à l’écran est d’environ 80 et que « OK! » 
apparaît, le réglage est terminé.

8.	Serrez la vis du tilter pour que le charleston s’ouvre 
de la manière souhaitée.
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Contrôle de l’ouverture/fermeture du charleston

Si une pédale de contrôle de charleston est branchée à la prise 
HH CTRL, elle fonctionne comme une pédale de contrôle de 
charleston pour le son de charleston (HC) affecté à un pad. Le son 
de charleston fermé se fait entendre si vous frappez le pad tout 
en appuyant sur la pédale. Lorsque vous frappez le pad tout en 
relâchant progressivement la pédale, le son passe du son semi-
ouvert au son de charleston ouvert, tandis que le timbre et la 
durée de chute changent progressivement. Si vous appuyez sur la 
pédale, vous entendez le bruit de fermeture du pied. Vous pouvez 
jouer un foot-splash en appuyant sur la pédale puis en la relâchant 
immédiatement.

REMARQUE

55 Le volume du son de charleston utilisé avec la pédale est spécifié 
par le niveau de la pédale (PedalHHVolume) (p. 18).

55 Si un son de charleston (HC) est attribué à plusieurs pads, vous 
entendrez le son de pédale de charleston du pad qui a la priorité 
la plus élevée, comme indiqué dans l’illustration ci-dessous.

55 Si aucun son de charleston n’est affecté à un pad, le fait d’appuyer 
sur la pédale ne produit pas de son.

PAD1

PAD5

EXT1(H)

EX1(R)

PAD1

PAD5

EXT1(H)

EXT1(R)

PAD2

PAD6

EXT2(H)

EX2(R)

PAD2

PAD6

EXT2(H)

EXT1(R)

PAD3

PAD7

EXT3(H)

EX3(R)

PAD3

PAD7

EXT3(H)

EXT3(R)

PAD4

PAD8

EXT4(H)

EX4(R)

PAD4

PAD8

EXT4(H)

EXT4(R)

SUPERPOSITION PRINCIPALE
Haute priorité

Basse priorité

SUPERPOSITION SECONDAIRE

EX1(H) : ENTRÉE DE DÉCLENCHEMENT 
EXTERNE 1 (PEAU)

EX1(R) : ENTRÉE DE DÉCLENCHEMENT 
EXTERNE 1 (CERCLE)

Assigner le footswitch
Voici comment attribuer la fonction d’un commutateur au pied 
connecté à la prise FOOT SW.

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« SOUND/CTRL ».

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« FSw1 » ou « FSw2 ».

5.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner une valeur.

Valeur Description

OFF Désactive la fonction du commutateur au pied.

KIT#DEC Retourne au kit précédent.

KIT#INC Avance vers le prochain kit.

CHAIN#DEC Retourne à l’étape précédente de la chaîne de kits.

CHAIN#INC Passe à l’étape suivante de la chaîne de kits.

MFX1 SW Permet d’activer ou désactiver le MFX1.

MFX2 SW Permet d’activer ou désactiver le MFX2.

MFX3 SW Permet d’activer ou désactiver le MFX3.

SOUNDOFF Arrête tous les sons joués par le OCTAPAD.

Connexion d’un commutateur au pied

Connexion d’un FS-5U

FSw2FSw1

ASTUCE

Type casque stéréo 6,35 mm

Type casque 6,35 mm x 2

ANNEAU

Commutateur POLARITY

Connexion d’un FS-6

Type casque stéréo 6,35 mm

Type casque stéréo 6,35 mm

FSw2

FSw1

Commutateur MODE/
POLARITY
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Paramètres MIDI

Paramètres MIDI pour l’ensemble du OCTAPAD

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« MIDI ».

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

Paramètre Valeur Description

Tx/Rx Sw OFF, ON
Active ou désactive la 
transmission et la réception de 
messages MIDI.

GlobalCh 1 à 16Ch Spécifie le canal de 
transmission/réception.

ProgChg Tx
(Program Change Tx)

OFF, ON

Définit si les messages de 
changement de programme 
(Program Change) sont 
transmis (ON) à un périphérique 
MIDI externe ou non (OFF).

S’il est sur « ON », un 
changement de programme est 
transmis lorsque vous changez 
de kit.

ProgChg Rx
(Program Change Rx)

OFF, ON

Définit si les messages de 
changement de programme 
(Program Change) sont 
transmis (ON) à un périphérique 
MIDI externe ou non (OFF).

MIDI Thru OFF, ON

Si ce paramètre est réglé sur 
« ON », les données reçues au 
niveau de la prise MIDI IN sont 
retransmises à partir de la prise 
MIDI OUT.

LocalCtrl
(Local Control)

OFF, ON

Active ou désactive la 
connexion entre les données 
d’interprétation des pads et de 
la section générateur de sons 
du OCTAPAD

En temps normal vous laisserez 
cette option sur « ON ». Si 
elle est réglée sur « OFF », les 
données d’interprétation des 
pads ne sont pas connectées à 
la section générateur de sons 
du OCTAPAD.

DeviceID 17 à 32

Lors de la transmission ou de 
la réception de messages du 
système exclusif, définissez 
ce paramètre pour qu’il 
corresponde aux numéros 
d’identifiant du périphérique 
des deux unités.

Paramètre Valeur Description

HH CC
(HiHat Pedal Control)

OFF, 1:MOD, 
2:BERATH, 
4:FOOT, 
11:EXP, 
16:GEN1, 
17:GEN2, 
18:GEN3, 
19:GEN4,

Spécifie le message de contrôle 
qui est transmis et reçu en tant 
que données MIDI indiquant 
la profondeur à laquelle vous 
appuyez sur la pédale du 
charleston. Avec le paramètre 
réglé sur « OFF », les messages 
MIDI ne sont pas transmis.

Pour plus de détails, reportez-
vous à la « Liste des données » 
(PDF).

ChokeShot
(Cymbal Choke Shot)

OFF, ON

Modifie l’effet obtenu par la 
technique consistant à frapper 
un pad tout en l’étouffant.

Si le paramètre est réglé 
sur « ON », frapper un pad 
tout en l’étouffant coupe 
immédiatement le son après 
son début. S’il est réglé sur 
« OFF », le son n’est pas coupé 
immédiatement même si 
vous frappez un pad tout en 
l’étouffant.

TxEditData
(Transmit Edit Data)

OFF, ON

Spécifie si les changements 
de paramètres du OCTAPAD 
sont transmis sous forme de 
messages exclusifs au système 
(ON) ou non transmis (OFF).

Rx SysEx
(Receive System Exclusive)

OFF, ON
Spécifie si les messages 
exclusifs au système sont reçus 
(ON) ou non (OFF).

REMARQUE

Vous pouvez spécifier les messages MIDI transmis et reçus par un pad 
(p. 19).
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Copie ou échange de kits, pads ou 
superposition
Vous pouvez copier ou échanger un kit, un pad ou une superposition. 
L’exemple suivant concerne la copie d’un pad. Vous pouvez utiliser la 
même procédure pour exécuter d’autres opérations.

1.	Appuyez sur le bouton [COPY/EXCHANGE].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner une 
fonction.

Fonction Paramètre Description

COPY KIT
De Sélectionnez le kit source 

à copier.

À Sélectionnez le kit de 
destination de la copie.

COPY PAD
De Sélectionnez le pad 

source à copier.

À Sélectionnez le pad de 
destination de la copie.

EXCHANGE KIT
De Utilisez FROM et TO pour 

sélectionner les kits que 
vous souhaitez échanger.À

EXCHANGE PAD
De Utilisez FROM et TO pour 

sélectionner le pad que 
vous souhaitez échanger.À

EXCHANGE LAYER Main,Sub
Échange les couches 
principale et secondaire.

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

U : Utilisateur

P : Prédéfini

Numéro de pad

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner le kit 
source de copie (De).

55 Utilisez le bouton [K] pour déplacer le curseur sur « U » ou « P », 
puis utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner U (utilisateur) ou 
P (préréglé). 
Si vous sélectionnez P (préréglé), les données peuvent être 
copiées à partir des paramètres d’usine.

55 Pour sélectionner le pad source de copie, appuyez sur [J] 
pour déplacer le curseur sur le numéro de pad, puis utilisez les 
boutons [-] [+] pour sélectionner le pad. Vous pouvez également 
sélectionner un pad en le frappant.

5.	Appuyez sur le bouton [ENTER].

6.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner le kit 
de destination de la copie (À).

Pour sélectionner le pad de destination de la copie, appuyez sur 
[J] pour déplacer le curseur sur le numéro du pad, puis utilisez les 
touches [-] [+] pour sélectionner le pad. Vous pouvez également 
sélectionner un pad en le frappant.

7.	Appuyez sur le bouton [ENTER].
Vérifiez que vous avez spécifié le kit et les pads source et 
destination souhaités.

8.	Appuyez une nouvelle fois sur le bouton [ENTER].

9.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour lancer 
l’opération.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].
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Utilisation d’une clé USB
Si vous connectez une clé USB (vendue séparément) au port USB 
MEMORY, vous pouvez sauvegarder tous les paramètres (ou les 
paramètres d’un kit individuel que vous spécifiez) sur la clé USB.

Enregistrement et chargement des paramètres
REMARQUE

55 N’insérez et ne retirez jamais la clé USB pendant que l’appareil 
est sous tension. Vous risqueriez d’endommager les données de 
l’appareil ou les données qui se trouvent sur la clé USB.

55 Insérez la prise USB à fond dans le port en veillant à ce qu’elle soit 
correctement orientée. N’utilisez pas une force excessive.

55 Ne frappez pas les pads pendant la sauvegarde ou le chargement 
des données. La vibration pourrait provoquer une erreur. Pendant 
que l’écran des paramètres USB est affiché, le son n’est pas produit 
même si vous frappez un pad.

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner 
« USB MEMORY ».

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER].
L’écran USB MEMORY s’affiche.

4.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner une 
fonction.

Fonction Description

SaveAll Sauvegarde tous les paramètres du OCTAPAD sur la 
clé USB.

LoadAll Charge les données de sauvegarde précédemment 
enregistrées sur la clé USB dans le OCTAPAD.

DelAll
Supprime les éléments individuels des données de 
sauvegarde précédemment enregistrées sur la clé 
USB.

Fonction Description

SaveKit Sauvegarde les paramètres du kit du OCTAPAD 
spécifié sur la clé USB.

LoadKit Charge le kit spécifié sur la clé USB dans le 
OCTAPAD (p. 30).

DelKit Supprime les données de sauvegarde d’un kit 
spécifié précédemment enregistré sur la clé USB.

Format Formate la clé USB.

SaveAll

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « SaveAll », puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la 
destination d’enregistrement, puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

4.	Utilisez les boutons [K] [J] et [-] [+] pour spécifier 
un nom pour la sauvegarde, puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

%[ENTER]

5.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour sauvegarder 
les données.
Tous les paramètres du OCTAPAD sont sauvegardés sur la clé USB.

Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

LoadAll

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « LoadAll » puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].
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3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner les 
données à charger, puis appuyez sur le bouton [ENTER].

%[ENTER]

4.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour charger les 
données.
Toutes les données enregistrées dans le OCTAPAD sont chargées 
dans le OCTAPAD.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

REMARQUE

Lorsque toutes les données sont chargées, toutes les données du 
OCTAPAD sont écrasées. Toutes les données importantes doivent être 
sauvegardées au préalable.

DelAll

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « DelAll » puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner les données 
à supprimer, puis appuyez sur le bouton [ENTER].

%[ENTER]

4.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour supprimer les 
données.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

SaveKit

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « SaveKit » puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner le kit à 
sauvegarder, puis appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la 
destination d’enregistrement, puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

%[ENTER]

5.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour sauvegarder 
les données.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

LoadKit

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « LoadKit », puis appuyez sur le 
bouton [ENTER].

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner le kit à 
charger, puis appuyez sur le bouton [ENTER].

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la 
destination de chargement dans le OCTAPAD, puis 
appuyez sur le bouton [ENTER].

%[ENTER]

5.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour charger les 
données.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].
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Autres fonctions

DelKit

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « DelKit » puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

3.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner les 
données à supprimer, puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

%[ENTER]

4.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour supprimer les 
données.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

Formatage d’une clé USB
REMARQUE

Lorsque vous formatez un lecteur flash USB, toutes les données 
sur le lecteur flash USB sont effacées.

1.	Accédez à l’écran USB MEMORY (p. 28).

2.	Sélectionnez « Format », puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

Un écran de confirmation s’affiche.

3.	Appuyez une nouvelle fois sur le bouton [ENTER].

4.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour formater la 
clé USB.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

Autres fonctions

Réglage du contraste de l’écran

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« OPTION », puis appuyez sur le bouton [ENTER].

3.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« LcdContrast ».

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la 
valeur.

Restauration des paramètres d’usine

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« FACTORY RESET », puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

3.	Appuyez sur le bouton [ENTER] pour exécuter 
FACTORY RESET.
Pour annuler, appuyez sur le bouton [EXIT].

REMARQUE

Lorsque vous exécutez cette opération, toutes les données et tous 
les paramètres du OCTAPAD sont perdus. Vous devez sauvegarder au 
préalable toutes les données ou tous les paramètres importants sur 
une clé USB (p. 28).
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Autres fonctions

Réglage du niveau de signal des prises 
OUTPUT et PHONES

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« SOUND/CTRL », puis appuyez sur le bouton 
[ENTER].

3.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« OutGain ».

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour sélectionner la valeur.
*	 Si vous augmentez excessivement « OutGain », le son peut être 

distordu.

Réglage de la fonction AUTO OFF
L’appareil s’éteindra automatiquement après une période 
prédéterminée suivant la dernière interprétation musicale ou la 
dernière utilisation des boutons ou commandes (fonction Auto Off). 
Si vous ne souhaitez pas que l’appareil s’éteigne automatiquement, 
désactivez la fonction Auto Off. 
Pour restaurer l’alimentation, mettez à nouveau l’appareil sous 
tension (p. 11).

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons curseurs pour sélectionner 
« OPTION », puis appuyez sur le bouton [ENTER].

3.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« AutoOff ».

4.	Utilisez les boutons [-] [+] pour régler la fonction 
d’arrêt automatique.

Valeur Description

OFF L’alimentation ne s’éteint pas automatiquement.

4 HOURS
Lorsque quatre heures se sont écoulées sans 
qu’aucun pad ne soit frappé ni aucune opération 
effectuée, l’appareil s’éteint automatiquement.

Si vous spécifiez 4 HOURS, le message « Turn Off If Not Used for 
4 Hours » apparaît; appuyez sur [ENTER].

Affichage de la version
Voici comment afficher la version du programme.

1.	Appuyez sur le bouton [SYSTEM].

2.	Utilisez les boutons [K] [J] pour sélectionner 
« VERSION », puis appuyez sur le bouton [ENTER].
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Messages d’erreur
Catégorie Message Signification Action

MIDI

MIDI Offline.

Le câble MIDI a été déconnecté. Ou la 
communication avec le périphérique MIDI 
externe a été interrompue pour une raison 
quelconque.

Vérifiez que le câble MIDI n’a pas été 
déconnecté ou endommagé.

MIDI BufferFull!
Le OCTAPAD a reçu grande quantité de 
messages MIDI en peu de temps et n’a pas 
pu tous les traiter.

Assurez-vous que le périphérique MIDI 
externe est correctement connecté. Si ceci 
ne résout pas le problème, diminuez le 
nombre de messages MIDI transmis au 
OCTAPAD.

USB Memory

No Backup File! La clé USB ne contient aucune donnée de 
sauvegarde. -

No USB Memory! Aucune clé USB n’est connectée. Veillez à ce que la clé USB soit correctement 
insérée.

USB Memory Full! Espace libre insuffisant sur la clé USB. Supprimez les données inutiles.

Incorrect File! Les données de sauvegarde ou les données 
de sauvegarde du kit sont endommagées. N’utilisez pas ce fichier.

Media Error! Les données de la clé USB sont 
endommagées.

Copiez toutes les données importantes de 
la clé USB, puis utilisez le OCTAPAD pour 
formater la clé USB (p. 30).

Si cela ne résout pas le problème, essayez 
d’utiliser un autre lecteur flash USB.

Failed to Clear! Impossible de formater le lecteur flash USB. Veillez à ce que la clé USB soit correctement 
insérée.

Dépannage
Problème Éléments à vérifier Action

Aucun son/Volume insuffisant

Assurez-vous que le OCTAPAD et l’équipement 
connectés sont sous tension. Utilisez l’adaptateur secteur dédié.

Assurez-vous que le OCTAPAD est 
correctement branché aux périphériques 
externes.

Vérifiez les connexions.

Assurez-vous qu’un câble audio n’est pas 
endommagé. Essayez d’utiliser un câble différent.

Vérifiez que le volume du OCTAPAD ou de 
l’appareil connecté n’est pas trop bas ? Réglez le volume à un niveau approprié.

Vérifiez que l’instrument n’est pas éteint ou que 
le niveau d’un paramètre sonore n’est pas réglé 
sur 0 ?

Vérifiez chaque paramètre.

Le pad ou le déclencheur externe est-il réglé 
sur une sensibilité appropriée ?

Vérifiez la sensibilité et les réglages du pad ou 
du déclencheur externe.

La clé USB est insérée mais n’est pas 
détectée/Sélection de données impossible La clé USB est-elle correctement insérée ? Vérifiez la clé USB.

Vous entendez le son d’un pad que vous 
n’avez pas frappé La frappe peut-elle faire sonner un autre pad ? En cas de problème, réduisez la sensibilité du 

pad. (p. 21).
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Caractéristiques

Pads
Pads intégrés : 8

*	Quatre entrées de capteurs externes sont fournies pour connecter des pads.

Instruments Instruments : 900 instruments ou plus

Kits 200 (préréglé : 100)

Chaîne de kits 16 chaînes (16 pas par chaîne)

Superposition
2 superpositions par pad

2 superpositions x 2 (peau/cercle) par déclencheur externe

Paramètres instrument/pad

Volume

Curve

Accordage grossier

Accordage fin

Modulation de pédale

Chute

Sortie

EQ de superpositions

Compression de pads

Groupe de sourdine de pads

Liaison de pad

Effets de kit

Ambience (5 types)

EQ de kits

Compression de kits

MFX : 3 systèmes, 38 types

Écran
16 caractères 2 lignes (LCD rétro-éclairé)

7 segments, 3 caractères (LED)

Connectique

Prise PHONES  Type casque stéréo 6,35 mm

Prises OUTPUT (L/MONO, R) : Type casque 6,35 mm

Prise MIX IN : Type casque stéréo 6,35 mm

Prise EXTERNAL TRIGGER INPUT : Type casque 6,35 mm x 4

Prise HH CTRL : Type casque 6,35 mm

Prise FOOT SW : Type casque TRS 6,35 mm

Prises MIDI (IN, OUT)

Port USB MEMORY : Type USB A

Alimentation électrique Adaptateur secteur (CC 12 V)

Consommation 500 mA

Dimensions 450 (L) x 350 (P) x 72 (H) mm

Poids 3,7 kg

Accessoires
Mode d’emploi

Adaptateur secteur

Options (vendues séparément).

Pads (série PD, série PDX, série BT)

Cymbales (série CY)

Capteurs de grosse caisse (série KD)

Charlestons (VH-11/10)

Pédale de contrôle du charleston (série FD)

Support pour pad (série PDS)

Pince universelle (série APC)

Déclencheur de batterie acoustique (série RT)

Commutateur au pied (série FS)

Moniteur de batterie personnel (série PM)

*	 Ce document explique les spécifications du produit au moment de sa publication. Pour obtenir les informations les plus récentes, référez-vous 
au site Web de Roland.




